
規
制
強
化
も
妙
案
乏
し
く

同
市
と
同
県
東
峰
村
の
被
災

者
６
人
と
面
会
。
亡
く
な
っ

た
家
族
を
思
い
出
し
、
涙
を

流
し
て
両
陛
下
と
話
す
被
災

者
も
い
た
。
両
陛
下
は
一
人

一
人
を
見
つ
め
「
大
丈
夫
で

し
た
か
」「
大
変
で
し
た
ね
」

と
見
舞
い
の
言
葉
を
掛
け

た
。

　

そ
の
後
、
大
分
県
日
田
市

役
所
に
移
り
、
同
市
の
被
災

者
５
人
と
懇
談
。
天
皇
陛
下

は
「
こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を

つ
け
て
、
元
気
で
ね
」
と
慰

労
し
た
。

　

両
陛
下
は
２
８
、２
９
日

に
海
づ
く
り
大
会
の
関
連
行

事
や
式
典
に
出
席
し
、
３
０

日
に
帰
京
す
る
。

　

両
陛
下
は
２
８
日
、
北
九

州
市
で
海
づ
く
り
大
会
に
合

わ
せ
て
開
か
れ
る
展
示
会

で
絵
画
や
習
字
を
鑑
賞
し
、

２
９
日
は
福
岡
県
宗
像
市
で

海
づ
く
り
大
会
の
式
典
に
臨

む
。
３
０
日
は
北
九
州
市
内

を
視
察
、空
路
で
帰
京
す
る
。

　

両
陛
下
は
こ
れ
ま
で
も
た

　
【
共
同
】
日
産
自
動
車
に
続
き
、
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
（
ス
バ
ル
）
で
新
車
の
無
資
格

検
査
が
発
覚
し
た
。
メ
ー
カ
ー
任
せ
の
曖
昧
な
検
査
制
度
を
巡
り
日
本
車
の
品
質

管
理
体
制
へ
の
疑
念
が
拡
大
。
政
府
は
規
制
を
強
化
す
る
検
討
に
入
っ
た
が
、
信

頼
回
復
に
向
け
た
妙
案
は
乏
し
そ
う
だ
。

　
「
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が

す
行
為
で
極
め
て
遺
憾
」。

石
井
啓
一
国
交
相
は
２
７
日

の
記
者
会
見
で
、
無
資
格
検

査
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
検

査
制
度
見
直
し
に
も
言
及
。

メ
ー
カ
ー
ご
と
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
検
査
員
認
定
の
手
法

を
国
が
明
確
化
す
る
こ
と
な

ど
を
検
討
す
る
と
み
ら
れ

る
。

　

た
だ
、
検
査
制
度
は
国
内

向
け
に
出
荷
す
る
全
て
の
自

動
車
に
適
用
さ
れ
、
日
本

市
場
に
進
出
す
る
海
外
メ
ー

カ
ー
も
対
象
と
な
る
。
規
制

が
強
化
さ
れ
れ
ば
メ
ー
カ
ー

の
負
担
増
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
対
日
輸
出
の
拡
大
を

狙
う
米
国
な
ど
か
ら
「
日
本

市
場
へ
の
参
入
を
阻
む
」
な

ど
と
反
発
も
予
想
さ
れ
、
難

し
い
判
断
を
迫
ら
れ
そ
う

だ
。

　

こ
の
日
に
開
会
式
が
開
か

れ
た
業
界
最
大
の
祭
典
、
東

京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
の
会

場
。
ス
バ
ル
の
展
示
ブ
ー
ス

を
訪
れ
た
会
社
員
の
男
性

（
５
１
）
は
、
無
資
格
検
査

品
質
管
理
へ
の
疑
念
拡
大

２
８
日
か
ら
２
泊
３
日
の
日

程
だ
っ
た
。
だ
が
７
月
の
豪

雨
を
受
け
、
両
陛
下
の
強
い

意
向
で
１
日
早
め
て
被
災
地

に
足
を
運
ぶ
こ
と
に
な
っ

た
。
九
州
北
部
の
豪
雨
で
は

両
県
で
３
７
人
の
死
者
が
出

た
。

　

両
陛
下
は
、
被
災
地
の
同

県
朝
倉
市
杷
木
地
区
に
向
か

う
車
の
中
か
ら
、
土
砂
が
堆

積
し
て
い
る
状
況
も
視
察
し

た
。

　

朝
倉
市
杷
木
支
所
で
は
、

　
【
共
同
】
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
は
２
７
日
、
空
路
で
福

岡
県
入
り
し
、
７
月
の
九
州

北
部
の
豪
雨
で
被
害
が
出
た

福
岡
、
大
分
両
県
の
被
災
地

を
訪
ね
ら
れ
た
。
天
皇
陛
下

は
被
災
者
と
会
い
「
本
当
に

大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
良
い
方
向
に
向
か
え
る

よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
」
と

励
ま
し
た
。

　

当
初
の
予
定
は
、
福
岡
県

で
開
か
れ
る
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
出
席
の
た
め
、

え
て
い
た
」
と
違
反
の
認
識

が
な
か
っ
た
と
釈
明
し
た
。

　

国
土
交
通
省
は
通
達
で
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
認
定
し

た
従
業
員
が
検
査
を
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。
知
識
や
技

能
で
一
律
の
公
的
な
基
準
は

定
め
ず
、
各
社
が
独
自
に
資

格
試
験
を
実
施
す
る
な
ど

メ
ー
カ
ー
任
せ
の
制
度
に

な
っ
て
い
る
の
が
実
態
だ
。

　

ス
バ
ル
は
一
定
の
実
習
を

受
け
た
従
業
員
に
対
し
、
実

務
経
験
を
積
ま
せ
る
た
め

検
査
に
従
事
で
き
る
と
す
る

「
仮
免
許
」
を
与
え
て
い
た
。

「
検
査
業
務
に
必
要
な
知
識

と
技
能
は
１
０
０
パ
ー
セ
ン

ト
身
に
付
け
て
い
る
」
と
説

明
す
る
。
だ
が
正
規
の
検
査

員
で
は
な
く
、
国
交
省
に
提

出
し
て
い
る
検
査
要
領
と
は

異
な
る
運
用
を
し
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
だ
。

　
▽
難
し
い
判
断

無資格検査問題についての記者会見の冒頭、謝罪するスバルの吉永泰之社
長（手前）＝２７日午後、東京都渋谷区（共同）

スバルも無資格検査

　
【
共
同
】
民
進
党
の
前
原

誠
司
代
表
は
２
７
日
、
党
本

部
で
開
い
た
両
院
議
員
総
会

で
、
希
望
の
党
（
代
表
・
小

池
百
合
子
東
京
都
知
事
）
と

の
全
党
的
な
合
流
は
失
敗
だ

と
認
め
、
引
責
辞
任
す
る
意

向
を
表
明
し
た
。
３
０
日
の

党
会
合
後
に
結
論
を
出
す
と

強
調
。
同
日
に
も
辞
任
す
る

見
通
し
だ
。
民
進
は
、
党
籍

の
残
る
衆
参
議
員
と
地
方
組

織
に
よ
る
党
の
存
続
を
決

め
た
。
１
１
月
１
日
召
集
の

に
つ
い
て
「
や
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
背
景
が
あ
る
の
で

は
」
と
残
念
な
表
情
を
浮
か

べ
た
。

　
▽
不
正
常
態
化

　

ス
バ
ル
は
、
旧
日
本
軍
の

代
表
的
な
戦
闘
機
「
隼
」
を

生
産
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

１
９
１
７
年
創
業
の
飛
行
機

研
究
所（
後
の
中
島
飛
行
機
）

が
ル
ー
ツ
だ
。
５
８
年
に
発

売
し
た
軽
自
動
車
「
ス
バ
ル

３
６
０
」
が
ヒ
ッ
ト
し
、
ブ

ラ
ン
ド
名
が
浸
透
し
た
。

　

同
じ
く
無
資
格
検
査
が
発

覚
し
て
い
る
日
産
と
６
８
年

に
提
携
し
た
。
受
託
生
産

福
岡
と
大
分
、
慰
労
も

両
陛
下
、豪
雨
被
災
地
に

び
た
び
大
規
模
災
害
の
現
場

を
訪
ね
、
被
災
者
を
見
舞
っ

て
き
た
。
昨
年
９
月
に
は
、

岩
手
県
の
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
赴
き
、
同
じ
年
の

５
月
に
は
日
帰
り
で
熊
本
地

震
の
現
地
に
足
を
運
び
、
避

難
者
を
い
た
わ
っ
た
。

民
進
前
原
氏
、３
０
日
に
も
辞
任

党
存
続
、
希
望
合
流
は
失
敗

サ
ー
ロ
ー
さ
ん
授
賞
式
で
演
説

平
和
賞
、
被
爆
者
で
初

　
【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
＝
小

林
義
久
】
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

に
決
ま
っ
た
非
政
府
組
織

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）「
核
兵
器
廃
絶
国

際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
）
は
２
６
日
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
・
オ
ス
ロ
で
１
２
月

１
０
日
に
開
か
れ
る
授
賞
式

に
カ
ナ
ダ
在
住
の
被
爆
者

サ
ー
ロ
ー
節
子
さ
ん（
８
５
）

と
、
日
本
国
内
在
住
の
被
爆

て
は
日
本
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
（
被
団
協
）
が
人

選
を
進
め
て
い
る
と
し
た
。

　

今
回
の
発
表
に
当
た
り
、

フ
ィ
ン
氏
は
「
広
島
と
長
崎

の
被
爆
者
は
核
戦
争
の
恐
怖

の
生
き
証
人
だ
。
世
界
の
指

導
者
は
核
兵
器
な
き
世
界
と

い
う
未
来
へ
の
彼
ら
の
呼
び

掛
け
を
傾
聴
す
べ
き
だ
」
と

指
摘
し
た
。

　

サ
ー
ロ
ー
さ
ん
も
「
平
和

賞
は
わ
れ
わ
れ
の
目
標
を
前

進
さ
せ
る
た
め
の
力
強
い
手

段
と
な
り
得
る
。
特
に
こ
れ

ま
で
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の

署
名
を
拒
否
し
て
い
る
国
で

そ
う
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
。
条

約
に
反
対
す
る
日
本
政
府
に

対
し
、
署
名
す
る
よ
う
改
め

て
求
め
た
。

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
巡
っ

て
は
、
広
島
と
長
崎
の
２
人

が
被
爆
者
と
し
て
初
め
て

１
５
年
の
授
賞
式
に
招
待
さ

れ
て
い
る
。

特
別
国
会
ま
で
に
新
代
表
を

選
出
す
る
方
向
で
調
整
に
入

る
。

　

希
望
も
両
院
議
員
総
会
を

国
会
内
で
開
き
、
小
池
氏
を

補
佐
す
る
「
共
同
代
表
」
は

当
面
置
か
ず
、
空
席
に
す
る

と
確
認
。
幹
事
長
兼
政
調
会

長
に
大
島
敦
・
前
民
進
党
幹

事
長
を
起
用
し
た
。
前
原
氏

ら
が
仕
掛
け
た
野
党
再
編
劇

は
迷
走
の
末
、
４
分
裂
。
立

憲
民
主
党
や
民
進
系
無
所
属

を
含
め
、
再
々
編
の
道
を
探

る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　

民
進
党
の
両
院
総
会
で
、

前
原
氏
は
「
結
果
を
伴
わ
な

か
っ
た
の
だ
か
ら
、
正
し

か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
代

表
と
し
て
痛
切
に
責
任
を
感

じ
て
い
る
」
と
謝
罪
。「
一

定
の
方
向
性
を
決
め
た
上

で
、
辞
任
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
新
た
な
執
行
部
の
下
で

ス
タ
ー
ト
を
切
る
の
が
大
事

だ
」
と
訴
え
た
。

　

小
池
氏
の
選
別
方
針
を
踏

ま
え
、
衆
院
選
で
民
進
党
出

身
の
全
員
の
希
望
公
認
は
か

な
わ
な
か
っ
た
と
指
摘
。「
つ

ら
い
選
挙
を
強
い
た
。
安
倍

政
権
へ
の
批
判
が
強
い
中

『
１
対
１
の
構
図
』
に
持
ち

込
め
ず
、
与
党
に
３
分
の
２

を
許
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お

わ
び
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

両
院
総
会
で
は
、
３
０
日

に
地
方
組
織
の
幹
部
を
集
め

て
開
く
全
国
幹
事
会
の
後
に

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
豊

田
祐
基
子
】
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
は
２
６
日
、
１
９
６
３

年
の
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ

大
統
領
暗
殺
に
関
し
て
最
後

ま
で
非
公
開
だ
っ
た
機
密
文

書
の
全
面
公
開
を
断
念
、
半

年
間
の
先
送
り
を
決
定
し

た
。
２
５
日
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
は
全
て
の
機
密
を
解
除
す

る
方
針
を
表
明
し
た
が
、
土

壇
場
で
情
報
機
関
の
延
期
要

請
を
受
け
入
れ
た
。
現
職

者
２
人
の
計
３
人
が

出
席
す
る
と
発
表
し

た
。
サ
ー
ロ
ー
さ
ん

は
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
フ
ィ

ン
事
務
局
長
と
共
に

演
説
し
、
記
念
メ
ダ

ル
と
賞
状
を
受
け
取

る
予
定
。
被
爆
者
が

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の

授
賞
式
で
演
説
す
る

の
は
初
め
て
と
み
ら

を
続
け
る
と
と
も
に
、
業
績

が
悪
化
し
た
９
０
年
に
は
社

長
を
受
け
入
れ
る
な
ど
支
援

を
受
け
た
経
緯
が
あ
る
。
関

係
は
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン

氏
が
日
産
入
り
し
た
後
の

２
０
０
０
年
ま
で
続
い
た
。

　

両
社
は
生
産
現
場
の
管
理

手
法
な
ど
を
共
有
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
吉
永
氏
は

「
日
産
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
」

と
話
し
た
一
方
、
検
査
業
務

に
日
産
流
を
取
り
入
れ
た
か

ど
う
か
は
明
言
を
避
け
た
。

　

ス
バ
ル
、
日
産
に
限
ら
ず

メ
ー
カ
ー
の
不
祥
事
が
相
次

ぎ
、
日
本
の
製
造
業
へ
の

信
頼
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い

改
め
て
両
院
総
会
を
開
く
こ

と
も
申
し
合
わ
せ
た
。

　

終
了
後
、
前
原
氏
は
記
者

団
に
党
の
資
金
に
関
し
「
当

然
党
に
残
す
。
他
党
に
分
配

す
る
こ
と
は
な
い
」
と
語
っ

た
。
代
表
の
辞
任
時
期
に
関

し
て
は
「
３
０
日
の
全
国
幹

事
会
の
後
に
判
断
す
る
」
と

明
言
。
党
幹
部
は
「
本
人
は

『
引
き
延
ば
す
つ
も
り
は
な

い
』
と
言
っ
て
い
る
」
と
し

て
、
３
０
日
中
に
辞
任
す
る

と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

党
関
係
者
は
３
１
日
も
再

度
両
院
総
会
を
開
き
、
次
期

代
表
を
選
ぶ
日
程
案
も
あ
る

と
し
た
。
岡
田
克
也
元
代
表

の
名
前
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て

い
る
。

　

両
院
総
会
に
は
参
院
議
員

の
ほ
か
、
衆
院
選
に
無
所
属

で
当
選
し
た
岡
田
氏
、
野
田

佳
彦
前
首
相
ら
も
参
加
。
約

３
時
間
半
に
わ
た
る
会
合
で

は
、
前
原
氏
へ
の
批
判
が
相

次
い
だ
。

　
▽
異
な
る
運
用

　
「
申
し
訳
な
い
。
ト
ッ
プ

の
責
任
だ
」。
東
京
都
内
の

ス
バ
ル
本
社
で
２
７
日
開
い

た
記
者
会
見
で
、
吉
永
泰
之

社
長
は
国
の
規
定
に
反
し
た

無
資
格
検
査
を
謝
罪
。
そ
の

上
で
「
当
社
の
や
り
方
に
問

題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
考

る
。「
日
本
の
も
の
づ
く
り

は
現
場
の
強
さ
が
特
長
」（
ホ

ン
ダ
の
八
郷
隆
弘
社
長
）
と

さ
れ
て
き
た
が
、
自
主
性
が

尊
重
さ
れ
る
あ
ま
り
現
場
で

不
正
が
常
態
化
し
、
企
業
統

治
が
機
能
し
て
い
な
か
っ
た

と
し
た
ら
問
題
は
根
深
い
。

　

東
大
も
の
づ
く
り
経
営
研

究
セ
ン
タ
ー
の
藤
本
隆
宏
セ

ン
タ
ー
長
は
「
品
質
を
担

当
す
る
部
門
は
専
門
性
が
高

く
、
経
営
陣
が
ル
ー
ル
違
反

を
把
握
す
る
の
は
容
易
で
な

い
」
と
指
摘
。
信
頼
回
復
に

は
「
産
業
界
全
体
で
問
題
を

一
掃
す
る
覚
悟
が
必
要
だ
」

と
強
調
す
る
。

民進党の両院議員総会で、辞任
を表明する前原代表＝２７日午後、
東京・永田町の党本部（共同）

九州北部の豪雨で災害対応に尽力した関係者をねぎらう天皇、皇
后両陛下＝２７日午後、福岡県朝倉市（代表撮影）（共同）

れ
る
。

　

サ
ー
ロ
ー
さ
ん
は
１
３
歳

の
時
に
広
島
で
被
爆
。
自
身

の
体
験
を
英
語
で
語
る
活
動

を
続
け
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

は
「
２
０
０
７
年
に
活
動
を

始
め
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
中
心
人

物
」
で
、
核
兵
器
禁
止
条
約

制
定
交
渉
で
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
と
強
調
し
た
。

　

他
の
被
爆
者
２
人
に
つ
い

７月、「核兵器禁止条約」が採択され
た会場で演説するサーロー節子さん＝
ニューヨークの国連本部（共同） ケ

ネ
ディ
文
書
全
面
公
開
せ
ず

米
大
統
領
、
情
報
機
関
が
要
請

大
統
領
の
衝
撃
の
死
か
ら
半

世
紀
余
り
。
謎
は
深
ま
る
ば

か
り
で
、
陰
謀
説
が
く
す
ぶ

り
続
け
る
こ
と
に
な
り
そ
う

だ
。

　
「
国
家
の
安
全
に
取
り
返

し
が
付
か
な
い
被
害
を
与
え

る
可
能
性
を
避
け
る
に
は
、

今
日
の
段
階
で
は
選
択
の
余

地
が
な
い
」。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
２
６
日
、
約
２
９
０
０
件

の
文
書
公
開
を
許
可
し
た
一

方
、
一
部
文
書
の
機
密
を
維

持
す
る
理
由
を
説
明
し
た
。

情
報
源
や
外
国
政
府
に
関
す

る
機
密
が
含
ま
れ
て
お
り
、

今
後
１
８
０
日
間
か
け
て
審

査
し
公
開
の
是
非
を
決
め

る
。

　

ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
に
つ
い
て

は
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
元
連
邦
最

高
裁
長
官
率
い
る
調
査
委

員
会
が
６
４
年
の
報
告
書

で
、
暗
殺
直
後
に
逮
捕
さ
れ

た
元
海
兵
隊
員
リ
ー
・
オ
ズ

ワ
ル
ド
の
単
独
犯
行
と
断
定

し
た
。
し
か
し
、
オ
ズ
ワ
ル

ド
が
逮
捕
か
ら
２
日
後
に
警

察
署
内
で
地
元
実
業
家
に
射

殺
さ
れ
、
犯
行
動
機
や
背
後

関
係
が
闇
に
包
ま
れ
た
形
と

な
り
、
冷
戦
下
で
敵
対
し
た

キ
ュ
ー
バ
な
ど
外
国
政
府
の

関
与
説
が
さ
さ
や
か
れ
て
き

た
。

　

米
政
府
が
長
年
、
一
部
文

書
の
公
開
を
差
し
止
め
て
き

た
た
め
陰
謀
説
は
消
え
ず
、

９
１
年
公
開
の
映
画
「
Ｊ
Ｆ

Ｋ
」（
オ
リ
バ
ー
・
ス
ト
ー

ン
監
督
）
で
は
、
キ
ュ
ー
バ

の
カ
ス
ト
ロ
政
権
転
覆
計
画

の
失
敗
を
契
機
に
ケ
ネ
デ
ィ

と
の
関
係
が
悪
化
し
た
中
央

情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
の
関
与

を
主
張
。
真
相
究
明
を
求
め

る
声
が
高
ま
り
、
９
２
年
、

当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
大

統
領
が
２
５
年
以
内
に
関
連

記
録
の
公
開
を
義
務
付
け
る

法
律
に
署
名
す
る
運
び
に

な
っ
た
。

　

大
半
の
研
究
者
は
ウ
ォ
ー

レ
ン
委
員
会
の
結
論
を
支
持

し
て
お
り
、「
オ
ズ
ワ
ル
ド

単
独
犯
説
」
を
覆
す
可
能
性

は
低
い
と
み
て
い
る
。
一
方

で
、
残
る
文
書
に
Ｃ
Ｉ
Ａ
な

ど
が
公
開
に
長
年
反
対
し
て

き
た
真
の
理
由
が
隠
さ
れ
て

い
る
と
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て

き
た
。

　

オ
ズ
ワ
ル
ド
は
暗
殺
の
約

２
カ
月
前
に
メ
キ
シ
コ
を
訪

れ
、
キ
ュ
ー
バ
や
ソ
連
（
当

時
）
の
大
使
館
員
と
接
触
、

ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
計
画
を
吹
聴

し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ソ
連

亡
命
を
図
っ
た
こ
と
も
あ
る

オ
ズ
ワ
ル
ド
は
事
件
前
か
ら

Ｃ
Ｉ
Ａ
の
監
視
下
に
あ
り
、

な
ぜ
暗
殺
を
阻
止
で
き
な

か
っ
た
の
か
疑
念
を
呼
ん
で

き
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
警
護
を
担

当
し
て
い
た
ク
リ
ン
ト
・
ヒ

ル
氏
は
米
メ
デ
ィ
ア
に
「
情

報
機
関
が
失
態
を
隠
す
た
め

に
文
書
開
示
を
阻
ん
で
き
た

の
で
は
」
と
話
し
て
い
る
。
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６
鉱
区
落
札
総
額
約
60
億
レ

皆
（
汚
職
で
）
逮
捕
さ
れ
て

い
る
。
だ
が
、
リ
オ
で
は
、

捕
ま
え
て
も
誰
か
が
釈
放
し

て
し
ま
う
」
と
発
言
し
た
。

　

こ
れ
は
、
メ
ン
デ
ス
判
事

が
４
月
に
リ
オ
を
代
表
す
る

企
業
家
の
エ
イ
ケ
・
バ
チ
ス

タ
氏
、
８
月
に
も
企
業
家

の
ジ
ャ
コ
ブ
・
バ
ラ
ッ
タ
・

フ
ィ
ー
リ
ョ
氏
と
リ
オ
州
乗

客
輸
送
連
盟
元
会
長
の
３
人

に
人
身
保
護
令
を
適
用
し
て

釈
放
し
た
こ
と
を
皮
肉
っ
た

も
の
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
メ
ン
デ
ス
判

事
は
「
あ
な
た
だ
っ
て
（
労

働
者
党
政
権
の
元
官
房
長
官

の
）
ジ
ョ
ゼ
・
ジ
ル
セ
ウ
氏

を
釈
放
し
た
で
は
な
い
か
」

と
反
論
し
た
。
そ
れ
に
対

し
、
バ
ロ
ー
ゾ
判
事
は
「
嘘

だ
。
あ
な
た
は
普
段
、
真
実

に
基
づ
い
て
仕
事
を
し
て
い

な
い
。
釈
放
し
た
の
は
最
高

裁
だ
」
と
語
気
を
強
め
て
反

論
し
た
。

　

事
実
、
今
年
５
月
に
最
高

　
【
既
報
関
連
】
連
邦
政
府
は
２
７
日
、
リ
オ
州
沖
カ
ン
ポ
ス
盆
地
と
聖
州
沖
サ
ン

ト
ス
盆
地
に
存
在
す
る
岩
塩
層
下
（
プ
レ
サ
ル
）
油
田
で
、
合
わ
せ
て
八
つ
の
鉱

区
の
開
発
権
入
札
を
行
っ
た
と
、
２
７
日
付
伯
字
紙
各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

が
落
札
。
２
鉱
区
は
入
札
な

し
と
な
っ
た
。
６
鉱
区
の
落

札
に
よ
る
政
府
利
益
は
、
計

６
１
億
５
千
万
レ
だ
っ
た
。

　

鉱
区
を
管
理
す
る
石
油
統

轄
庁
（
Ａ
Ｎ
Ｐ
）
が
入
札
に

か
け
た
８
鉱
区
の
内
、
原
油

の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
た

の
は
４
鉱
区
だ
け
で
、
残
り

の
鉱
区
は
落
札
し
て
も
原
油

が
発
見
で
き
な
い
リ
ス
ク
が

あ
っ
た
。

　

今
回
の
入
札
規
定
で
は
、

各
鉱
区
の
開
発
契
約
時
に
支

払
う
べ
き
ボ
ー
ナ
ス
（
落
札

謝
礼
金
）
の
額
と
、
採
掘
し

た
原
油
か
ら
上
が
る
利
益
の

内
、
開
発
費
と
採
掘
費
を
差

し
引
い
た
残
り
の
何
％
を
政

府
に
支
払
う
か
の
最
低
枠
が

設
定
さ
れ
て
い
た
。
各
企
業

は
政
府
に
支
払
う
割
合
を
記

し
て
入
札
し
、
最
も
高
い
割

合
を
提
示
し
た
企
業
が
落
札

し
た
。
落
札
謝
礼
金
の
６
１

億
計
６
１
億
５
千
万
レ
は
即

金
、
入
札
時
に
記
し
た
パ
ー

セ
ン
テ
ー
ジ
の
分
は
将
来
的

に
政
府
の
収
入
と
な
る
。

　

Ｐ
Ｂ
が
資
本
参
加
し
た
コ

　

２
６
日
午
前
７
時
頃
、
大

聖
市
圏
ス
ザ
ノ
市
で
２
人
組

の
武
装
強
盗
が
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
乗
っ
取
る
事
件
が
発
生

し
た
。
強
盗
は
バ
ス
を
乗
っ

取
る
と
、
ま
ず
運
転
手
と
そ

の
助
手
を
下
車
さ
せ
、
３
歳

か
ら
１
０
歳
の
５
人
の
子
ど

も
を
乗
せ
て
逃
走
。
そ
の

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
落
札
し

た
３
鉱
区
で
、
入
札
最
低
比

率
１
０
〜
２
０
％
に
対
し
、

７
５
〜
８
０
％
の
比
率
を
入

札
し
た
。

　

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
コ
エ
ー

リ
ョ
・
フ
ィ
ー
リ
ョ
鉱
動
相

は
２
６
日
、
リ
オ
で
行
わ
れ

た
米
国
系
石
油
・
天
然
ガ
ス

関
連
企
業
フ
ェ
ア
ー
で
、
テ

メ
ル
大
統
領
へ
の
告
発
が
下

院
で
拒
否
さ
れ
た
こ
と
を
評

し
て
、「
経
済
の
行
方
に
影

を
落
と
し
て
い
た
、
最
後

の
要
素
を
取
り
除
い
た
」
と

語
っ
て
い
た
。

　

経
済
情
報
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｓ

マ
ー
ク
イ
ッ
ト
の
リ
カ
ル

ド
・
ベ
ド
レ
ガ
ル
氏
も
「
来

年
の
選
挙
後
の
伯
国
の
動
向

が
全
く
予
測
が
つ
か
な
い
の

で
、
今
回
の
入
札
は
唯
一
と

も
い
え
る
、
非
常
に
貴
重
な

実
施
見
直
し
命
令
も
出
た
が

裁
第
２
小
法
廷
が
ジ
ル
セ
ウ

氏
に
人
身
保
護
令
を
適
用
さ

せ
る
か
否
か
の
審
理
を
行
っ

た
際
、
２
対
２
に
な
っ
た
後

に
、
１
票
を
投
じ
て
保
護
令

を
適
用
さ
せ
た
の
は
メ
ン
デ

ス
判
事
だ
っ
た
。

　

両
判
事

は
カ
ル
メ

ン
・
ル
シ
ア

長
官
が
仲
裁

に
入
っ
て
も

口
論
を
続
け

た
。

　

バ
ロ
ー
ゾ

判
事
が
「
ホ

ワ
イ
ト
・
カ

ラ
ー
の
人
へ

の
判
断
が
随

分
甘
い
ん
で

す
な
」
と
攻

撃
す
る
と
、

メ
ン
デ
ス
判

事
は
「
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム

は
〃
リ
オ
市
の
Ｔ
Ｃ
Ｍ
に
倣

え
〃
と
い
わ
れ
、
全
国
の
Ｔ

Ｃ
Ｍ
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い

た
（
が
、
今
の
リ
オ
市
は
汚

職
で
財
政
破
綻
し
た
）。
私

は
こ
の
件
の
報
告
官
で
、
リ

オ
に
金
を
送
る
の
を
や
め
さ

せ
た
」
と
発
言
し
た
。

　

す
る
と
、
こ
の
発
言
を
不

快
に
思
っ
た
バ
ロ
ー
ゾ
判
事

が
、「
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ

州
で
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｍ
関
係
者
は

　

２
６
日
、
最
高
裁
で
ル
イ

ス
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
バ
ロ
ー

ゾ
判
事
が
、
ジ
ウ
マ
ー
ル
・

メ
ン
デ
ス
判
事
の
政
治
家
な

ど
に
対
す
る
裁
き
の
見
解
に

食
っ
て
か
か
り
、
激
し
い
口

論
と
な
っ
た
こ
と
が
話
題
を

呼
ん
だ
。
２
７
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

事
の
発
端
は
、
こ
の
日
行

わ
れ
て
い
た
、
セ
ア
ラ
ー
州

内
の
市
会
計
検
査
局
（
Ｔ
Ｃ

Ｍ
）
廃
止
問
題
に
つ
い
て
審

理
し
て
い
る
時
だ
っ
た
。

　

メ
ン
デ
ス
判
事
は
「
以
前

「
政
治
家
な
ど
の
裁
き
が
甘
い
」

黄
熱
病
対
策
の
公
園
閉
鎖
15
に

「
大
衆
迎
合
で
逮
捕
で
き
な
い
」

に
陥
り
、
世
間
に
迎
合
し
て

政
治
家
を
誰
で
も
彼
で
も
逮

捕
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の

で
は
な
い
」
と
反
論
。
カ
ル

メ
ン
長
官
は
再
び
、「
最
高

裁
は
審
理
の
場
所
で
あ
り
、

大
衆
主
義
で
動
い
て
は
い
な

半
ほ
ど
遅
れ
、
１
１
時
半
頃

に
始
ま
っ
た
。

　

伯
国
は
昨
年
、「
全
て
の

プ
レ
サ
ル
油
田
開
発
で
、
Ｐ

Ｂ
が
３
割
以
上
資
本
参
加
を

す
る
事
が
必
須
」
の
条
項
を

外
し
た
。
こ
れ
で
国
外
企
業

が
参
加
し
や
す
く
な
っ
た
。

　

だ
が
、
応
札
さ
れ
た
６
鉱

区
中
、
一
社
単
独
で
落
札
で

き
た
鉱
区
は
な
く
、
ど
の
鉱

区
も
各
社
が
共
同
で
形
成
し

た
複
合
企
業
体
（
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
）
が
落
札
し
た
。

　

政

府

は

当

初
、

７
７
億
５
千
万
レ
ア
ル
の
収

入
と
、
１
千
億
レ
ア
ル
規
模

の
新
規
投
資
を
見
込
ん
で
い

た
が
、
８
鉱
区
の
内
、
３
鉱

区
を
Ｐ
Ｂ
参
加
の
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
が
落
札
、
３
鉱
区
を

Ｐ
Ｂ
以
外
の
企
業
だ
け
で
構

成
さ
れ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

左からバローゾ判事とメンデス判事（Carlos Humberto./SCO/STF）

フェルナンド・コエーリョ・フィーリョ鉱動力相
（Fabio Rodrigues Pozzebom/Agência Brasil）

国
際
メ
ジ
ャ
ー
も
本
格
参
戦

聖　  市

チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
語
る
。

　

ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下
院

議
長（
民
主
党
・Ｄ
Ｅ
Ｍ
）は
、

「
落
札
謝
礼
金
と
採
掘
後
の

利
益
の
何
％
」
と
い
う
形
の

入
札
を
や
め
、「
単
純
入
札

の
即
金
払
い
」
と
す
る
こ
と

を
、
議
会
に
提
案
す
る
意
向

だ
。

後
、
警
察
が
捜
査
し
た
と
こ

ろ
、
バ
ス
は
子
ど
も
４
人
と

共
に
乗
り
捨
て
ら
れ
、
犯
人

は
１
０
歳
の
少
年
１
人
を
人

質
に
逃
走
し
た
こ
と
が
判
明

し
た
。
バ
ス
に
は
犯
人
が
落

と
し
た
車
の
鍵
が
あ
り
、
そ

の
車
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
車

内
で
少
年
が
泣
い
て
い
る
の

を
発
見
し
た
。
そ
の
後
、
車

の
持
ち
主
の
男
が
犯
人
の
１

人
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
。
子

ど
も
た
ち
が
銃
を
見
せ
ら
れ

た
ま
ま
人
質
に
と
ら
れ
て
い

た
の
は
１
５
分
ほ
ど
だ
が
、

さ
ぞ
辛
い
思
い
を
し
た
か
と

思
う
と
や
り
き
れ
な
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
５
日
夜
、
聖
市
北
部

ヴ
ィ
ラ
・
メ
デ
イ
ロ
ス
で
、

ア
プ
リ
の
タ
ク
シ
ー
・
サ
ー

ビ
ス
「
９
９
」
の
運
転
手
が
、

乗
客
の
１
５
歳
の
少
女
の
胸

を
触
る
な
ど
し
て
、
翌
日
に

逮
捕
さ
れ
た
。
少
女
に
よ
る

と
、
運
転
手
は
信
号
停
止
の

時
に
車
を
ロ
ッ
ク
し
て
胸
に

触
り
、
さ
ら
に
、
本
来
の
行

き
先
以
外
の
と
こ
ろ
に
彼
女

を
連
れ
て
行
こ
う
と
し
た
と

い
う
。
少
女
は
な
ん
と
か
必

死
に
扉
を
開
け
、
下
車
し
て

逃
げ
た
と
い
う
。
乗
客
に
安

心
感
を
与
え
な
い
と
い
け
な

い
職
種
で
強
姦
未
遂
と
は
、

許
し
が
た
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
の
全
国
選
手
権

は
、
首
位
コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス

と
２
位
、
３
位
チ
ー
ム
と
の

差
が
ど
ん
ど
ん
縮
ま
り
、
ス

リ
リ
ン
グ
な
展
開
に
な
っ
て

い
る
。
今
日
２
８
日
は
勝
ち

点
差
６
で
３
位
の
サ
ン
ト
ス

が
サ
ン
パ
ウ
ロ
と
、
明
日

２
９
日
は
首
位
の
コ
リ
ン

チ
ャ
ン
ス
が
ポ
ン
チ
・
プ

レ
ッ
タ
と
、
明
後
日
の
３
０

日
は
勝
ち
点
差
６
で
２
位
の

パ
ル
メ
イ
ラ
ス
が
ク
ル
ゼ
イ

ロ
と
試
合
を
す
る
。
差
は
さ

ら
に
縮
ま
る
か
。

　

聖
市
地
下
鉄
で
は
今
年
、

比
較
的
新
し
く
、
こ
の
先
に

新
駅
開
通
も
控
え
る
５
号
線

と
４
号
線
に
故
障
が
相
次
い

で
い
る
と
２
７
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

聖
州
交
通
局
が
発
表
し
た

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
聖
市
地

下
鉄
の
１
―
５
、１
５
号
線

の
６
線
で
は
、
今
年
の
１
月

か
ら
９
月
に
か
け
、
故
障
が

９
３
件
発
生
し
た
と
い
う
。

こ
れ
は
２
０
１
０
年
以
降
で

は
ワ
ー
ス
ト
記
録
だ
。

　

最
も
故
障
が
多
い
の
は
、

１
９
７
４
年
開
通
で
最
も
旧

い
１
号
線
の
３
０
件
だ
が
、

２
位
は
２
０
０
２
年
開
通
の

５
号
線
の
２
１
件
、
３
位
は

２
０
１
０
年
開
通
の
４
号
線

の
１
５
件
が
続
い
て
い
る
。

　

地
下
鉄
側
の
説
明
に
よ
る

と
、
５
号
線
の
故
障
の
多
さ

は
、
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
に

伴
う
も
の
だ
と
い
う
。
同
線

は
９
月
に
新
駅
三
つ
が
開
通

し
て
お
り
、
１
８
年
ま
で
に

さ
ら
に
７
駅
が
開
通
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
工
事

や
シ
ス
テ
ム
の
切
り
替
え
に

よ
り
、
故
障
が
多
発
し
て
い

る
と
い
う
。

　

５
号
線
は
、
州
政
府
が
民

営
化
を
希
望
し
て
い
る
線
で

も
あ
る
。

　

民
間
企
業
の
ヴ
ィ
ア
・
ク

ア
ト
ロ
が
運
営
す
る
４
号
線

も
故
障
が
多
い
が
、
同
社
の

見
解
に
よ
る
と
、
新
し
く
購

入
し
た
９
台
の
電
車
で
故
障

が
起
き
て
い
る
と
い
う
。

　

同
線
も
今
年
１
２
月
に

オ
ス
カ
ー
・
フ
レ
イ
レ
駅
、

１
８
年
７
月
に
イ
ジ
エ
ノ
ポ

リ
ス
／
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
駅
と

サ
ン
パ
ウ
ロ
／
モ
ル
ン
ビ
駅

の
開
通
が
控
え
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
聖
市
北
部

の
オ
ル
ト
・
フ
ロ
レ
ス
タ
ル

公
園
で
黄
熱
病
に
感
染
し
た

猿
の
死
体
が
見
つ
か
っ
て
以

来
、
同
市
北
部
の
公
園
封
鎖

や
予
防
接
種
な
ど
の
黄
熱
病

対
策
が
続
い
て
い
る
。
公
園

封
鎖
は
同
市
北
部
の
１
５
公

園
に
及
び
、
こ
の
週
末
は
、

土
、
日
曜
日
も
予
防
接
種
を

行
う
と
２
６
、２
７
日
付
伯

字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

聖
市
内
で
閉
鎖
さ
れ
た
の

は
、
オ
ル
ト
・
フ
ロ
レ
ス
タ

ル
、
カ
ン
タ
レ
イ
ラ
の
州

立
公
園
二
つ
と
、
ア
ニ
ャ
ン

ゲ
ー
ラ
、
カ
ニ
ヴ
ェ
ッ
テ
、

コ
ッ
レ
ゴ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
、

ピ
ニ
ェ
イ
リ
ー
ニ
ョ
・
ダ
グ

ア
、
セ
ニ
ョ
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ァ

レ
、
ジ
ャ
シ
ニ
ョ
・
ア
ウ
ベ

ル
ト
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
デ
・
ガ

ス
ペ
リ
、ジ
ャ
ル
ジ
ン
・
フ
ェ

リ
シ
ダ
デ
、
サ
ン
ド
ミ
ン
ゴ

ス
、
シ
ダ
ー
デ
・
デ
・
ト
ロ

ン
ト
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ト
ゥ

ク
ル
ヴ
ィ
、
セ
ナ
、
テ
ネ
ン

テ
・
ブ
リ
ガ
デ
イ
ロ
・
フ
ァ

リ
ア
・
リ
マ
の
１
２
の
市
立

公
園
だ
。

　

公
園
同
士
は
植
生
上
の
繋

が
り
が
あ
り
、
動
物
が
行
き

来
す
る
環
境
上
の
「
通
路
」

と
呼
べ
る
も
の
が
あ
る
。
市

役
所
が
、
猿
の
死
体
が
発
見

さ
れ
て
い
な
い
公
園
も
閉
鎖

し
た
の
は
、
動
物
が
行
き
来

す
る
な
ら
ば
、
黄
熱
病
を
媒

介
す
る
蚊
も
行
き
来
す
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
だ
。

　

公
園
の
大
半
は
２
６
日
か

ら
無
期
閉
鎖
と
な
っ
た
が
、

す
べ
て
の
公
園
に
塀
が
あ
る

訳
で
は
な
い
上
、
市
民
に

と
っ
て
は
庭
同
様
の
公
園
も

あ
る
た
め
、
閉
鎖
さ
れ
て
い

る
事
を
周
知
徹
底
さ
せ
る
事

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
２
１
日
に
始
ま
っ

た
予
防
接
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
関
し
て
は
、
市
役
所
が

２
７
日
に
、
予
防
接
種
の
実

施
箇
所
を
北
部
に
あ
る
９
１

カ
所
の
保
健
所
（
Ｕ
Ｂ
Ｓ
）

す
べ
て
に
拡
大
し
た
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
は
３
０
日
間

と
し
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
で
の
対
応
時

間
も
、
２
７
日
か
ら
は
、
月

〜
金
曜
日
の
午
前
７
時
〜
午

後
７
時
に
拡
大
さ
れ
た
。
こ

の
週
末
も
、
２
８
日
は
午
前

８
時
〜
午
後
５
時
、
２
９
日

は
午
前
８
時
〜
午
後
２
時
の

各
時
間
帯
で
、
予
防
接
種
を

受
け
ら
れ
る
。

　

聖
市
保
健
局
に
よ
る
と
、

予
防
接
種
対
象
者
は
当
面
、

チ
エ
テ
川
以
北
の
住
民
と
、

森
林
、
農
村
地
帯
に
出
か
け

る
予
定
の
あ
る
人
だ
。
妊
婦

や
生
後
６
カ
月
未
満
の
子
供

に
授
乳
中
の
女
性
、
ガ
ン
や

コ
ル
チ
コ
イ
ド
を
多
用
す
る

必
要
の
あ
る
病
気
の
治
療
を

受
け
て
い
る
人
な
ど
は
、
接

種
を
避
け
た
方
が
よ
い
。

　

森
林
地
帯
や
農
村
部
で
黄

熱
病
を
媒
介
す
る
蚊
は
、
市

街
地
型
の
黄
熱
病
や
デ
ン
グ

熱
、
チ
ク
ン
グ
ニ
ア
熱
、
ジ

カ
熱
を
媒
介
す
る
ネ
ッ
タ
イ

シ
マ
カ
と
は
性
質
が
異
な
る

た
め
、
現
時
点
で
は
市
街
地

型
の
黄
熱
病
の
危
険
性
は
少

な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
そ

れ
以
外
の
地
域
の
人
が
予
防

接
種
を
受
け
な
く
て
は
と
慌

て
る
必
要
は
な
い
と
い
う
。

　

リ
オ
州
軍
警
第
３
大
隊
指

揮
官
の
ル
イ
ス
・
グ
ス
タ
ー

ヴ
ォ
・
リ
マ
・
テ
イ
シ
ェ
イ

ラ
大
佐
（
４
８
）
が
、
２
６

日
の
朝
、
リ
オ
市
北
部
の
メ

イ
エ
ル
街
で
撃
た
れ
て
死
亡

し
た
と
、
２
７
日
付
伯
字
紙

各
紙
が
報
じ
た
。

　

同
大
佐
は
非
番
だ
っ
た

が
、
所
用
を
済
ま
せ
、
自
身

が
指
揮
官
を
務
め
る
大
隊
の

あ
る
地
域
を
車
で
走
行
中
に

強
盗
に
襲
わ
れ
、
胸
な
ど
に

弾
丸
２
発
を
受
け
た
。
運
転

手
を
務
め
て
い
た
別
の
軍
警

も
脚
に
被
弾
し
た
が
、
命
に

別
状
は
な
い
。
大
佐
は
病
院

に
運
ば
れ
た
が
、
助
か
ら
な

か
っ
た
。
大
佐
の
乗
っ
て
い

た
車
は
少
な
く
と
も
１
９
発

の
銃
弾
を
受
け
て
い
た
。

　

大
佐
ら
を
襲
っ
た
強
盗
た

ち
が
リ
ン
ス
複
合
地
区
に
向

か
っ
て
逃
げ
た
た
め
、
警
察

は
同
日
、
同
地
区
を
捜
索
し

た
が
、
容
疑
者
は
逮
捕
で
き

ず
、
軍
の
応
援
を
求
め
た
。

　

リ
オ
市
警
は
２
７
日
朝
、

１
４
件
の
逮
捕
令
状
と
共

に
、
３
０
０
人
の
警
官
を
動

員
し
て
捜
索
を
開
始
し
た
。

　

同
日
昼
ま
で
に
９
人
の
容

疑
者
が
逮
捕
さ
れ
た
。
２
６

日
は
停
車
中
の
車
を
次
々
に

狙
う
強
盗
事
件
も
起
き
て
お

り
、
殺
人
課
は
、
亡
く
な
っ

８鉱区の入札行われる
　

２
７
日
の
入
札
は
、
ア
マ

ゾ
ナ
ス
州
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス

（
Ｐ
Ｂ
）
職
員
組
合
の
訴
え

を
聞
き
入
れ
た
同
州
連
邦
地

裁
が
同
日
未
明
に
出
し
た
予

備
判
決
に
よ
っ
て
、
い
っ
た

ん
差
し
止
め
ら
れ
た
が
、
総

弁
護
庁
（
Ａ
Ｇ
Ｕ
）
の
上
告

に
よ
り
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
第

一
地
域
裁
が
こ
の
判
決
を
覆

し
た
。こ
の
手
続
き
の
た
め
、

入
札
は
予
定
よ
り
、
２
時
間

た
大
佐
は
狙
っ
て
待
ち
伏
せ

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
見

て
い
る
。
同
大
佐
の
葬
儀
は

２
７
日
午
後
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
２
６
日
は
、
リ

オ
市
北
部
グ
ア
ダ
ル
ー
ペ

区
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
・
ジ
ャ
ル
ジ
ン
・
グ
ア

ラ
ル
ー
ペ
で
銃
撃
戦
が
起

き
、
第
４
１
大
隊
所
属
の

ジ
ャ
ウ
マ
・
ベ
リ
ッ
シ
モ
伍

長
（
４
８
）
が
亡
く
な
っ

た
。
同
伍
長
は
非
番
だ
っ
た

が
、
同
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
宝
石
店
を
強
盗
が
襲

お
う
と
し
て
い
た
現
場
に
遭

遇
し
、
強
盗
と
撃
ち
あ
い
に

な
っ
て
命
を
落
と
し
た
。

　

２
６
日
に
軍
警
２
人
が
命

を
落
と
し
た
こ
と
で
、
今
年

に
入
っ
て
か
ら
の
リ
オ
州
軍

警
の
死
者
の
数
は
１
１
２
人

に
な
っ
た
。

４
号
線
と
５
号
線
で
故
障
多
発

新
駅
の
開
通
も
間
近
に
控
え

北
部
91
の
保
健
所
で
予
防
接
種

ブレサル
油　田

最 高 裁
メ
ン
デ
ス
、バ
ロ
ー
ゾ
判
事
が
大
喧
嘩

（２）２０１７年 第４８６９号 １０月 ２８日 （土曜日）

聖市地下鉄

警
察
の
死
亡
事
件
相
次
ぐ

今
年
に
入
っ
て
１
１
２
人
目

リ　オ

い
」
と
仲
裁
し
た
。

　

ま
た
、
メ
ン
デ
ス
判
事
は

「
私
は
国
際
的
テ
ロ
リ
ス
ト

の
弁
護
な
ど
し
た
こ
と
が
な

い
」
と
語
り
、
バ
ロ
ー
ゾ
判

事
が
最
高
裁
判
事
に
な
る
前

に
、
７
０
年
代
に
イ
タ
リ
ア

で
テ
ロ
を
起
こ
し
、
伯
国
に

亡
命
中
の
政
治
犯
チ
ェ
ザ
ー

レ
・
バ
テ
ィ
ス
テ
ィ
氏
を
弁

護
し
た
事
実
も
皮
肉
っ
た
。

　

メ
ン
デ
ス
判
事
が
民
主
社

会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
の
支
持

者
で
テ
メ
ル
大
統
領
と
も
仲

が
良
く
、労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）

に
厳
し
い
傾
向
が
あ
る
一

方
、
バ
ロ
ー
ゾ
判
事
が
Ｐ
Ｔ

寄
り
で
あ
る
こ
と
は
世
間
一

般
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
メ
ン
デ
ス
判
事
は

連
邦
検
察
庁
の
態
度
や
捜
査

は
過
剰
だ
と
批
判
し
て
い
る

が
、
バ
ロ
ー
ゾ
判
事
は
司
法

取
引
も
含
め
た
捜
査
の
あ
り

方
を
擁
護
し
て
い
る
。



　

１
９
４
１(

昭
し
ょ
う

和わ

１
６)

年ね
ん

１
２
月が

つ

、
タ
イ
か
ら
マ
レ
ー
シ

ア
に
入は

い
っ
た
国こ

っ

境き
ょ
う

近ち
か

く
の
ジ
ッ
ト
ラ
の
陣じ

ん

地ち

は
す
が
す
が
し
い

南な
ん

洋よ
う

の
朝あ

さ

を
迎む

か

え
て
い
た
。
英え

い

軍ぐ
ん

が
構こ

う

築ち
く

し
た
こ
の
陣じ

ん

地ち

を
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
攻こ

う

略り
ゃ
くを
目め

指ざ

す
日に

本ほ
ん

陸り
く

軍ぐ
ん

第だ
い

５
師し

団だ
ん

が
夜や

襲
し
ゅ
う

戦せ
ん

法ぽ
う

で
攻こ

う

略り
ゃ
くし
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

１
０
０
人に

ん

ほ
ど
の
投と

う

降こ
う

し
た
イ
ン
ド
兵へ

い

を
前ま

え

に
、
参さ

ん

謀ぼ
う

部ぶ

付つ
き

の
通つ

う

訳や
く

・
国く

に

塚づ
か

一か
ず

乗の
り

少し
ょ
う

尉い

が
叫さ

け

ん
だ
。

　
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
（
気き

を
つ
け
）
！

　

無む

気き

力り
ょ
く

状じ
ょ
う

態た
い

だ
っ
た
イ
ン
ド
兵へ

い

た
ち
は
、
急き

ゅ
うに
目め

が
覚さ

め

た
よ
う
に
、
軍ぐ

ん

靴か

を
カ
チ
ッ
と
な
ら
し
て
、「
気き

を
つ
け
」
を

し
た
。
さ
す
が
に
プ
ロ
の
軍ぐ

ん

隊た
い

、
そ
れ
も
イ
ン
ド
か
ら
選よ

り
す

ぐ
っ
て
派は

遣け
ん

さ
れ
た
兵へ

い

た
ち
で
あ
る
。
緊き

ん

張ち
ょ
う

感か
ん

を
漲み

な
ぎ
ら
せ
て
、

次つ
ぎ

の
命め

い

令れ
い

を
待ま

つ
。

　
「
右み

ぎ

向む

け
右み

ぎ

」「
駆か

け
足あ

し

」
と
国く

に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に

命め
い

令れ
い

を
下く

だ

し
、
イ
ン
ド
兵へ

い

た
ち
は
見み

事ご
と

に
そ
れ
に
従

し
た
が
っ
た
。
彼か

れ

ら
の
顔か

お

に
、
畏い

敬け
い

の
念ね

ん

が
浮う

か
ぶ
。「
ど
う
し
て
こ
の
黄き

色い
ろ

い

顔か
お

を
し
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
、
あ
の
英え

い

人じ
ん

将し
ょ
う

校こ
う

と
同お

な

じ
よ
う
に
号ご

う

令れ
い

を
か
け
て
、
わ
れ
わ
れ
を
自じ

在ざ
い

に
動う

ご

か
せ
る
の
か
？
」

　

訓く
ん

練れ
ん

が
終お

わ
る
と
、
国く

に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

は
こ
う
語か

た

り
か
け
た
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
け
っ
し
て
君き

み

た
ち
を
殺こ

ろ

さ
な
い
。
敵て

き

性せ
い

人じ
ん

と

み
と
め
な
い
。
友ゆ

う

情じ
ょ
うを
も
っ
て
取と

り
扱あ

つ
かい
、
そ
の
生せ

い

命め
い

と
名め

い

誉よ

を
尊そ

ん

重ち
ょ
うす
る
。

　

英え
い

語ご

の
で
き
る
イ
ン
ド
兵へ

い

が
こ
れ
を
イ
ン
ド
語ご

に
訳や

く

し
た
。

兵へ
い

た
ち
の
顔か

お

に
み
る
み
る
明あ

か

る
さ
が
さ
し
て
き
た
。

　

日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
イ
ン
ド
兵へ

い

を
殺こ

ろ

さ
な
い
、
と
い
う
噂う

わ
さ
が
伝つ

た

わ
る

と
、ど
こ
か
ら
と
も
な
く
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
イ
ン
ド
兵へ

い

が
投と

う

降こ
う

し
て
き
て
、

イ
ン
ド
独ど

く

立り
つ

に
賭か

け
た
男お

と
こ

た
ち

 　
　
　

～
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

２００７年
ねん

８月
がつ

５日
か

版
ばん

３
．
Ｆ
機き

関か
ん

へ

２
０
０
名め

い

ほ
ど
に
な
っ
た
。
国く

に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

は
、
急き

ゅ
うに
２
０
０
人に

ん

の
部ぶ

下か

を
持も

つ
隊た

い

長ち
ょ
うに
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
糧

り
ょ
う

食し
ょ
くを
調

ち
ょ
う

達た
つ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
ド
兵へ

い

た
ち
は
、
近ち

か

く
に
英え

い

軍ぐ
ん

が
置お

き
去ざ

り
に
し
た
兵へ

い

舎し
ゃ

が
あ
る
と
い

う
。
行い

っ
て
み
る
と
、
食

し
ょ
く

料り
ょ
う、
酒さ

け

、
衣い

料り
ょ
うな
ど
が
山や

ま

の
よ
う
に

あ
っ
た
。

　

国く
に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

が
「
皆み

な

で
大だ

い

宴え
ん

会か
い

を
や
ろ
う
」
と
提て

い

案あ
ん

す
る
と
、

皆み
な

は
沸わ

き
立た

っ
た
。
兵へ

い

た
ち
は
イ
ン
ド
料

り
ょ
う

理り

を
作つ

く

っ
て
山や

ま

の
よ

う
に
盛も

り
上あ

げ
た
。
国く

に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

が
、
イ
ン
ド
兵へ

い

と
同お

な

じ
よ
う

に
手て

づ
か
み
で
食た

べ
出だ

す
と
、
歓か

ん

声せ
い

が
あ
が
っ
た
。
英え

い

軍ぐ
ん

将
し
ょ
う

校こ
う

は
こ
ん
な
事こ

と

は
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
口く

ち

が
裂さ

け
る
ほ
ど
辛か

ら

い
カ
レ
ー
を
食た

べ
て
、
目め

を
白し

ろ

黒く
ろ

さ
せ
る
と
、
爆ば

く

笑し
ょ
うが
起お

こ
っ

た
。
そ
の
う
ち
に
踊お

ど

り
が
始は

じ

ま
り
、
国く

に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

も
手て

拍び
ょ
う

子し

で

和わ

し
た
。

　
「
な
ん
と
い
う
い
い
男お

と
こ
た
ち
だ
。
お
れ
は
こ
の
連れ

ん

中ち
ゅ
うの
た
め

な
ら
、
ど
ん
な
こ
と
も
し
て
や
ろ
う
」
と
国く

に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

は
決け

っ

心し
ん

し
た
。

　

そ
の
思お

も

い
は
イ
ン
ド
兵へ

い

た
ち
も
同お

な

じ
だ
っ
た
。
近ち

か

く
の
飛ひ

行こ
う

場じ
ょ
うを
修

し
ゅ
う

理り

す
る
作さ

業ぎ
ょ
うを
始は

じ

め
る
と
、
彼か

れ

ら
は
「
日に

本ほ
ん

の
こ
の

若わ
か

い
少

し
ょ
う

尉い

に
手て

柄が
ら

を
立た

て
さ
せ
て
や
ろ
う
」
と
、
４
時じ

間か
ん

労ろ
う

働ど
う

と
い
う
英え

い

軍ぐ
ん

規き

定て
い

な
ど
無む

視し

し
て
、
一い

っ

心し
ん

に
働は

た
らい
た
。
仕し

事ご
と

が
お
も
し
ろ
い
よ
う
に
は
か
ど
っ
た
。

　

そ
こ
に
た
ま
た
ま
居い

合あ

わ
せ
た
中

ち
ゅ
う

佐さ

参さ
ん

謀ぼ
う

が
、
イ
ン
ド
兵へ

い

た
ち
を
見み

事ご
と

に
指し

揮き

す
る
国く

に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

の
姿す

が
たに
感か

ん

動ど
う

し
て
、
声こ

え

を
か
け
た
。「
お
ま
え
は
異い

民み
ん

族ぞ
く

を
扱あ

つ
か
う
天て

ん

才さ
い

だ
な
。
特と

く

務む

機き

関か
ん

に
入い

れ
て
や
る
。
明あ

日し
た

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

、
軍ぐ

ん

司し

令れ
い

部ぶ

へ
来こ

い
。」

　

翌よ
く

朝あ
さ

、
軍ぐ

ん

司し

令れ
い

部ぶ

に
出

し
ゅ
っ

頭と
う

す
る
と
、
３
０
代だ

い

半な
か

ば
の
が
っ

ち
り
し
た
体た

い

格か
く

で
、
軍ぐ

ん

人じ
ん

の
く
せ
に
長

ち
ょ
う

髪は
つ

の
人じ

ん

物ぶ
つ

に
引ひ

き
合あ

わ

さ
れ
た
。
藤ふ

じ

原わ
ら

特と
く

務む

機き

関か
ん

長ち
ょ
う・
藤ふ

じ

原わ
ら

岩い
わ

市い
ち

少し
ょ
う

佐さ

で
あ
っ
た
。

少し
ょ
う

佐さ

に
与あ

た

え
ら
れ
た
任に

ん

務む

は
「
イ
ン
ド
独ど

く

立り
つ

連れ
ん

盟め
い

、
マ
レ
ー

人じ
ん

、
シ
ナ
人じ

ん

ら
の
反は

ん

英え
い

団だ
ん

体た
い

と
の
連れ

ん

絡ら
く

な
ら
び
に
そ
の
運う

ん

動ど
う

の

支し

援え
ん

」
だ
っ
た
。
藤ふ

じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

は
陸り

く

軍ぐ
ん

大だ
い

学が
く

で
準

じ
ゅ
ん

恩お
ん

賜し

賞し
ょ
うを
授じ

ゅ

１
．
ア
テ
ン
シ
ョ
ン（
気き

を
つ
け
）！

与よ

さ
れ
、
参さ

ん

謀ぼ
う

本ほ
ん

部ぶ

作さ
く

戦せ
ん

課か

と
い
う
中

ち
ゅ
う

枢す
う

に
配は

い

属ぞ
く

さ
れ
た
エ

リ
ー
ト
中ち

ゅ
うの
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　

少
し
ょ
う

佐さ

は
わ
ず
か
６
名め

い

の
部ぶ

下か

を
率ひ

き

い
て
、
Ｆ
（
藤ふ

じ

原わ
ら

）
機き

関か
ん

を
創そ

う

設せ
つ

し
、
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

を
南な

ん

下か

す
る
陸り

く

軍ぐ
ん

部ぶ

隊た
い

の
陰か

げ

で
、

反は
ん

英え
い

活か
つ

動ど
う

を
支し

援え
ん

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
特と

く

に
マ
レ
ー
作さ

く

戦せ
ん

の

目も
く

的て
き

地ち

で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

の
極

き
ょ
く

東と
う

最さ
い

大だ
い

の
要よ

う

塞さ
い

で
あ
り
、
護ま

も

る
英え

い

軍ぐ
ん

１
０
万ま

ん

の
半は

ん

分ぶ
ん

は
イ
ン
ド
兵へ

い

で
あ

る
。
彼か

れ

ら
を
敵て

き

に
す
る
か
、
味み

方か
た

に
す
る
か
は
、
マ
レ
ー
作さ

く

戦せ
ん

の
成せ

い

否ひ

を
左さ

右ゆ
う

す
る
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
鍵か

ぎ

で
あ
っ
た
。

　

藤ふ
じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

の
国く

に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

へ
の
第だ

い

一い
っ

声せ
い

は
、
こ
う
だ
っ
た
。

　

皇こ
う

軍ぐ
ん

の
行お

こ
な
う
謀ぼ

う

略り
ゃ
くは
、
誠ま

こ
と
の
一い

ち

字じ

あ
る
の
み
だ
。
至し

誠せ
い

、

仁じ
ん

愛あ
い

、
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

を
も
っ
て
任に

ん

務む

を
遂す

い

行こ
う

し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
広こ

う

大だ
い

な
陛へ

い

下か

の
大お

お

御み

心ご
こ
ろを
、
身み

を
も
っ
て
戦せ

ん

地ち

の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

と
敵て

き

に
伝つ

た

え
る
こ
と
だ
。

　

藤ふ
じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

は
、
自み

ず
か
ら
の
使し

命め
い

を
「
ア
ジ
ア
各か

く

民み
ん

族ぞ
く

が
独ど

く

立り
つ

協き
ょ
う

和わ

す
る
大だ

い

東と
う

亜あ

新し
ん

秩ち
つ

序じ
ょ

の
理り

念ね
ん

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
た
め
に
、
イ

ン
ド
の
独ど

く

立り
つ

と
日に

ち

印い
ん

提て
い

携け
い

の
開か

い

拓た
く

を
図は

か

る
」
こ
と
と
受う

け
と
め

て
い
た
。
そ
れ
が
陛へ

い

下か

の
大お

お

御み

心ご
こ
ろで
あ
り
、
そ
れ
を
「
至し

誠せ
い

、

仁じ
ん

愛あ
い

、
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

」
を
も
っ
て
遂す

い

行こ
う

し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

ち
ょ
う
ど
「
イ
ン
ド
兵へ

い

た
ち
の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
で
も
し

て
や
ろ
う
」
と
決け

っ

心し
ん

し
て
い
た
２
０
代だ

い

半な
か

ば
の
血け

っ

気き

盛さ
か

ん
な

国く
に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

は
、
こ
の
言こ

と

葉ば

に
心こ

こ
ろの
支さ

さ

え
を
得え

た
。

　

藤ふ
じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

は
開か

い

戦せ
ん

前ま
え

に
、
バ
ン
コ
ク
で
イ
ン
ド
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

を
展て

ん

開か
い

し
て
い
る
イ
ン
ド
人じ

ん

グ
ル
ー
プ
と
接せ

っ

触し
ょ
くし
、
そ
の
リ
ー

ダ
ー
の
一ひ

と

人り

、
プ
リ
タ
ム
・
シ
ン
を
マ
レ
ー
戦せ

ん

線せ
ん

に
連つ

れ
て
き

て
い
た
。

　

国く
に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

が
藤ふ

じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

を
訪ほ

う

問も
ん

す
る
数す

う

日じ
つ

前ま
え

、
プ
リ
タ

ム
・
シ
ン
と
気き

脈み
ゃ
くを
通つ

う

じ
て
い
る
現げ

ん

地ち

の
ゴ
ム
園え

ん

オ
ー
ナ
ー
か

ら
、
英え

い

印い
ん

軍ぐ
ん

一い
っ

個こ

大だ
い

隊た
い

が
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
逃と

う

走そ
う

中ち
ゅ
うで
あ
る
、
と

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

藤ふ
じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

は
非ひ

武ぶ

装そ
う

で
、
プ
リ
タ
ム
・
シ
ン
と
通つ

う

訳や
く

を
連つ

れ
た
だ
け
で
、
そ
の
大だ

い

隊た
い

を
訪お

と
ずれ
た
。
イ
ン
ド
の
敗は

い

残ざ
ん

兵へ
い

た
ち

は
、
シ
ー
プ
に
は
た
め
く
イ
ン
ド
国こ

っ
き旗
を
見み

て
茫ぼ

う

然ぜ
ん

と
し
て
、

戦せ
ん

意い

を
失

う
し
な
っ
た
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
な
ん
と
い
う
い
い
男お

と
こ
た
ち
だ
」

　

英え
い

印い
ん

軍ぐ
ん

は
大だ

い

隊た
い

長ち
ょ
うの
み
が
イ
ギ
リ
ス
人じ

ん

で
、
中

ち
ゅ
う

隊た
い

長ち
ょ
う

以い

下か

は
す
べ
て
イ
ン
ド
人じ

ん

だ
っ
た
。
藤ふ

じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

が
投と

う

降こ
う

を
勧す

す

め
る

と
、
イ
ン
ド
兵へ

い

達た
ち

の
戦せ

ん

意い

喪そ
う

失し
つ

の
さ
ま
を
見み

て
い
た
英え

い

人じ
ん

大だ
い

隊た
い

長ち
ょ
うは
、
受じ

ゅ

諾だ
く

し
た
。
藤ふ

じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

は
、
大た

い

勢せ
い

の
イ
ン
ド
将

し
ょ
う

兵へ
い

た

ち
に
大お

お

声ご
え

で
語か

た

り
か
け
た
。

　
諸し

ょ

君く
ん

、
私わ

た
しは
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
藤ふ

じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

で
あ
る
。
た
だ
い
ま
、

君き
み

た
ち
の
大だ

い

隊た
い

長ち
ょ
うは
、
私わ

た
しの
勧か

ん

告こ
く

を
容い

れ
て
投と

う

降こ
う

文ぶ
ん

書し
ょ

に
サ

イ
ン
を
し
た
。

　
私わ

た
しは
君き

み

た
ち
を
、
イ
ン
ド
独ど

く

立り
つ

連れ
ん

盟め
い

の
プ
リ
タ
ム
・
シ
ン
氏し

と
一い

っ

緒し
ょ

に
迎む

か

え
に
来き

た
。

　

プ
リ
タ
ム
・
シ
ン
が
、
こ
れ
を
イ
ン
ド
語ご

に
訳や

く

す
と
、
歓か

ん

喜き

の
ど
よ
め
き
が
あ
が
っ
た
。

　

投と
う

降こ
う

し
た
一い

っ

個こ

大だ
い

隊た
い

の
中

ち
ゅ
う

隊た
い

長ち
ょ
うの
一ひ

と

人り

、
モ
ン
・
シ
ン
大た

い

尉い

が
、
そ
の
後ご

の
イ
ン
ド
将

し
ょ
う

兵へ
い

達た
ち

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
。
大た

い

尉い

は
全ぜ

ん

将し
ょ
う

兵へ
い

を
集

し
ゅ
う

合ご
う

さ
せ
て
、
き
び
き
び
と
投と

う

降こ
う

処し
ょ

置ち

を
と
ら

せ
た
。

　

国く
に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

が
Ｆ
機き

関か
ん

に
入は

い

っ
て
与あ

た

え
ら
れ
た
任に

ん

務む

が
、
こ

の
大だ

い

隊た
い

の
世せ

話わ

と
、
モ
ン
・
シ
ン
大た

い

尉い

と
の
連れ

ん

絡ら
く

役や
く

だ
っ
た
。

藤ふ
じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

は
モ
ン
・
シ
ン
大た

い

尉い

と
連れ

ん

夜や

、
懇こ

ん

談だ
ん

を
重か

さ

ね
て
、

日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

と
共と

も

に
立た

ち
上あ

が
っ
て
英え

い

軍ぐ
ん

と
戦た

た
か
う
よ
う
勧す

す

め
た
が
、

英え
い

軍ぐ
ん

か
ら
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
残ざ

ん

虐ぎ
ゃ
くぶ
り
を
吹ふ

き
込こ

ま
れ
て
い
た
モ
ン
・

シ
ン
大た

い

尉い

は
、
藤ふ

じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

の
話は

な
し
を
急き

ゅ
う
に
は
信し

ん

じ
ら
れ
な
か
っ

た
。
自じ

分ぶ
ん

た
ち
を
騙だ

ま

し
て
英え

い

軍ぐ
ん

と
戦た

た
か
わ
せ
る
た
め
の
謀ぼ

う

略り
ゃ
くか

も
し
れ
な
い
、
と
疑

う
た
が
っ
た
。

　

国く
に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

は
、
モ
ン
・
シ
ン
大た

い

尉い

の
疑う

た
が
い
を
解と

く
に
は
、

大だ
い

隊た
い

と
一い

っ

緒し
ょ

に
生せ

い

活か
つ

す
る
自じ

分ぶ
ん

が
、
身み

を
も
っ
て
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し

て
の
誠せ

い

意い

を
見み

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考か

ん
が
え
た
。

　

イ
ン
ド
人じ

ん

は
、
古こ

代だ
い

の
輝か

が
や
か
し
い
精せ

い

神し
ん

文ぶ
ん

化か

や
ム
ガ
ー
ル

帝て
い

国こ
く

時じ

代だ
い

の
文ぶ

ん

化か

を
誇ほ

こ

り
に
思お

も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ

ス
人じ

ん

が
征せ

い

服ふ
く

民み
ん

族ぞ
く

と
し
て
な
に
か
と
優ゆ

う

越え
つ

感か
ん

を
ひ
け
ら
か
し

て
、
彼か

れ

ら
の
自じ

尊そ
ん

心し
ん

を
傷き

ず

つ
け
て
い
た
。

　

国く
に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

は
、
イ
ン
ド
人じ

ん

の
心こ

こ
ろを
捉と

ら

え
よ
う
と
す
る
な
ら
、

彼か
れ

ら
の
文ぶ

ん

化か

伝で
ん

統と
う

、
生せ

い

活か
つ

習し
ゅ
う

慣か
ん

を
尊そ

ん

重ち
ょ
うす
る
し
か
な
い
、
と

考か
ん
がえ
た
。
そ
こ
で
毎ま

い

日に
ち

、
カ
レ
ー
を
主し

ゅ

と
し
た
イ
ン
ド
料

り
ょ
う

理り

を
手て

づ
か
み
で
食た

べ
、
公こ

う

務む

が
終お

わ
る
と
、
イ
ン
ド
人じ

ん

将し
ょ
う

校こ
う

と
同ど

う

様よ
う

に
白し

ろ

い
腰こ

し

巻ま

き
に
着き

替が

え
て
、
イ
ン
ド
煙た

ば
こ草
を
飲の

み
、

イ
ン
ド
英え

い

語ご

で
話は

な

し
た
。
そ
し
て
、
献け

ん

身し
ん

的て
き

に
イ
ン
ド
将

し
ょ
う

兵へ
い

の

世せ

話わ

を
し
た
。

　
モ
ン
・
シ
ン
大た

い

尉い

が
急き

ゅ
うに
発は

つ

熱ね
つ

し
て
病や

ま
いの
床と

こ

に
伏ふ

し
た
時と

き

に

は
、
国く

に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

は
朝あ

さ

に
夕ゆ

う

に
看か

ん

病び
ょ
うに
努つ

と

め
た
。
額ひ

た
いに
手て

を
当あ

て
る
国く

に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

を
、
モ
ン
・
シ
ン
大た

い

尉い

は
感か

ん

謝し
ゃ

の
気き

持も

ち
で

見み

上あ

げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
よ
う
や
く
熱ね

つ

も
下さ

が
っ
た
１
２
月が

つ

３
０
日に

ち

、
モ
ン
・
シ
ン
大た

い

尉い

は
国く

に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

に
、
全ぜ

ん

員い
ん

一い
っ

致ち

で
イ
ン
ド
独ど

く

立り
つ

の
た
め
に
立た

ち
上あ

が
る
決け

つ

意い

を
固か

た

め
た
、
と
語か

た
っ
た
。

　

誠せ
い

心し
ん

誠せ
い

意い

、
イ
ン
ド
投と

う

降こ
う

兵へ
い

に
尽つ

く
す
国く

に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

の
姿す

が
た

に
、

彼か
れ

ら
は
共と

も

に
戦た

た
か

う
事こ

と

を
決け

つ

意い

し
た
。

６
．「
イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

と
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

と
は
、

　

同ど
う

盟め
い

関か
ん

係け
い

の
友ゆ

う

軍ぐ
ん

と
み
な
す
」

９
．「
大た

い

尉い

と
と
も
に
銃じ

ゅ
う
を
と
ら
ん
」

５
．
モ
ン
・
シ
ン
大た

い

尉い

の
決け

つ

意い

７
．「
さ
あ
、俺お

れ

の
と
こ
ろ
に
来こ

い
」

　

モ
ン
・
シ
ン
大た

い

尉い

は
、
藤ふ

じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

に
日に

本ほ
ん

側が
わ

へ
の
希き

望ぼ
う

事じ

項こ
う

を
文ぶ

ん

書し
ょ

に
し
て
渡わ

た

し
た
。「
イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

を
編へ

ん

成せ
い

し
、
最さ

い

高こ
う

指し

揮き

官か
ん

を
モ
ン
・
シ
ン
大た

い

尉い

と
す
る
」「
イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

と

日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

と
は
、
同ど

う

盟め
い

関か
ん

係け
い

の
友ゆ

う

軍ぐ
ん

と
み
な
す
」
な
ど
、
あ
く

ま
で
も
独ど

く

立り
つ

国こ
く

の
正せ

い

規き

軍ぐ
ん

と
し
て
立た

と
う
と
い
う
決け

つ

意い

に
満み

ち

て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
希き

望ぼ
う

事じ

項こ
う

を
正せ

い

式し
き

に
約や

く

束そ
く

す
る
に
は
し
か

る
べ
き
手て

続つ
づ

き
が
必ひ

つ

要よ
う

な
の
で
、
実じ

っ

質し
つ

的て
き

に
希き

望ぼ
う

に
応お

う

ず
る
よ

う
、
第だ

い

２
５
軍ぐ

ん

司し

令れ
い

官か
ん

の
山や

ま

下し
た

奉と
も

文ゆ
き

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
うの
認に

ん

可か

を
得え

た
。

　

立た

ち
上あ

が
っ
た
イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

の
最さ

い

初し
ょ

の
任に

ん

務む

は
、
英え

い

印い
ん

軍ぐ
ん

内な
い

の
イ
ン
ド
将

し
ょ
う

兵へ
い

を
投と

う

降こ
う

さ
せ
、
自じ

軍ぐ
ん

に
引ひ

き
入い

れ
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
モ
ン
・
シ
ン
大た

い

尉い

は
、
自み

ず
か
ら
厳げ

ん

選せ
ん

し
た
兵へ

い

を
も
っ
て
、
７
０
名め

い

の
決け

っ

死し

特と
く

殊し
ゅ

工こ
う

作さ
く

隊た
い

を
作つ

く

っ
た
。
５
、６

名め
い

を
一い

っ

班ぱ
ん

と
し
、
こ
れ
に
Ｆ
機き

関か
ん

員い
ん

一ひ
と

人り

が
つ
い
て
、
最さ

い

前ぜ
ん

線せ
ん

を
通つ

う

過か

し
て
敵て

き

地ち

に
侵し

ん

入に
ゅ
うし
、
イ
ン
ド
兵へ

い

を
説せ

っ

得と
く

し
て
、
投と

う

降こ
う

さ
せ
る
と
い
う
作さ

く

戦せ
ん

で
あ
る
。
前ぜ

ん

線せ
ん

を
通つ

う

過か

す
る
際さ

い

に
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

に
間ま

違ち
が
っ
て
攻こ

う

撃げ
き

さ
れ
る
恐お

そ

れ
も
あ
る
し
、
ま
た
英え

い

軍ぐ
ん

か

ら
も
攻こ

う

撃げ
き

さ
れ
る
危き

険け
ん

な
任に

ん

務む

で
あ
る
。

　
こ
の
作さ

く

戦せ
ん

は
成せ

い

功こ
う

し
、
投と

う

降こ
う

す
る
イ
ン
ド
将

し
ょ
う

兵へ
い

は
日ひ

を
追お

っ

て
増ふ

え
て
い
っ
た
。

　

２
月が

つ

１
３
日に

ち

、
英え

い

軍ぐ
ん

を
撃げ

き

破は

し
つ
つ
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

１
千せ

ん

キ
ロ

を
南な

ん

下か

し
た
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
い
よ
い
よ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
望の

ぞ

む
ジ
ョ

ホ
ー
ル
バ
ル
に
陣じ

ん

取ど

っ
て
、
総そ

う

攻こ
う

撃げ
き

を
始は

じ

め
た
。
英え

い

軍ぐ
ん

の
主し

ゅ

要よ
う

抵て
い

抗こ
う

線せ
ん

の
一ひ

と
つ
で
あ
る
ニ
ー
ス
ン
兵へ

い

営え
い

で
は
、
英え

い

軍ぐ
ん

の
イ
ン
ド

兵へ
い

が
必ひ

っ

死し

の
抗こ

う

戦せ
ん

を
続つ

づ

け
、
日に

本ほ
ん

の
近こ

の
え衛
師し

団だ
ん

の
猛も

う

攻こ
う

に
も

関か
か

わ
ら
ず
、
戦せ

ん

局き
ょ
くは
動う

ご

か
な
か
っ
た
。

　
こ
の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
見み

て
、
イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

の
工こ

う

作さ
く

隊た
い

長ち
ょ
うア
ラ
・

デ
ィッ
タ
大た

い

尉い

は
、
単た

ん

身し
ん

、
英え

い

印い
ん

軍ぐ
ん

一い
っ

個こ

大だ
い

隊た
い

の
最さ

い

前ぜ
ん

線せ
ん
へ
乗の

り
込こ

ん
で
い
っ
た
。
し
ば
ら
く
前ぜ

ん

方ぽ
う

を
睨に

ら

ん
だ
後あ

と

、
急き

ゅ
うに
意い

を

決け
っ

し
て
、
身か

ら
だ体
を
か
が
め
て
走は

し

り
出だ

し
た
。「
危あ

ぶ

な
い
！　

撃う

た
れ
る
」と
日に

本ほ
ん

兵へ
い

が
思お

も
っ
た
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

、大た
い

尉い

は
仁に

王お
う

立だ

ち
に
な
っ

て
、
大だ

い

音お
ん

声せ
い

で
叫さ

け

ん
だ
。

　
友と

も

よ
。
撃う

つ
な
。
俺お

れ

は
第だ

い

２
２
山さ

ん

砲ぽ
う

連れ
ん

隊た
い

の
ア
ラ
・
デ
ィッ

タ
・
カ
ー
ン
だ
。
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
わ
れ
わ
れ
を
殺こ

ろ

さ
な
い
、
わ
れ
わ

れ
の
友ゆ

う

人じ
ん

だ
。
戦せ

ん

闘と
う

を
止や

め
ろ
。

　

意い

外が
い

な
同ど

う

胞ほ
う

の
呼よ

び
か
け
に
、
敵て

き

陣じ
ん

は
一い

っ

瞬し
ゅ
ん、
射し

ゃ

撃げ
き

を
止や

め
た
。
こ
の
機き

を
、
彼か

れ

は
逃の

が

さ
な
か
っ
た
。

 　
俺お

れ

た
ち
は
、イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

を
作つ

く
っ
た
。日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
味み

方か
た

だ
。

敵て
き

で
は
な
い
。
マ
レ
ー
に
は
数す

う

千せ
ん

の
同ど

う

志し

が
い
る
。
さ
あ
、
俺お

れ

の
と
こ
ろ
に
来こ

い
。

　

ア
ラ
・
デ
ィ
ッ
タ
大た

い

尉い

は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
イ
ン
ド
国こ

っ
き旗
を
出だ

し
て
、
力

ち
か
ら

一い
っ

杯ぱ
い

降ふ

り
続つ

づ

け
た
。
敵て

き

陣じ
ん

か
ら
２
、３
人に

ん

が
飛と

び
出だ

し
て
き
た
。
そ
れ
に
遅お

く

れ
ま
い
と
、
多お

お

く
の
イ
ン
ド
兵へ

い

が
続つ

づ

い

た
。
ニ
ー
ス
ン
の
兵へ

い

営え
い

の
上う

え

に
白し

ろ

旗は
た

が
あ
が
っ
た
。

　

ニ
ー
ス
ン
に
駆か

け
つ
け
る
途と

中ち
ゅ
うの
藤ふ

じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

は
、
副ふ

く

参さ
ん

謀ぼ
う

（３） ２０１７年第４８６９号 	１０月	２８日	（土曜日）

８
．「
英え

い

軍ぐ
ん

降こ
う

伏ふ
く

」

４
．
ジ
ー
プ
に
は
た
め
く
イ
ン
ド
国こ

っ

旗き

長ち
ょ
うか
ら
声こ

え

を
か
け
ら
れ
た
。「
お
い
、藤ふ

じ

原わ
ら

。エ
ラ
イ
こ
と
を
や
っ

て
く
れ
た
な
。
こ
れ
で
英え

い

印い
ん

軍ぐ
ん

は
大お

お

動ど
う

揺よ
う

だ
。
も
っ
と
ジ
ャ
ン

ジ
ャ
ン
や
れ
」

　

激げ
き

戦せ
ん

は
ま
だ
ま
だ
続つ

づ

い
た
が
、
そ
の
後ご

、
英え

い

軍ぐ
ん

は
ニ
ー
ス
ン

の
出で

来き

事ご
と

に
懲こ

り
て
、
白は

く

人じ
ん

兵へ
い

の
み
で
抵て

い

抗こ
う

を
続つ

づ

け
た
。

　

２
月が

つ

１
５
日に

ち

、
藤ふ

じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

の
伝で

ん

令れ
い

が
や
っ
て
き
て
、「
英え

い

軍ぐ
ん

降こ
う

伏ふ
く

」
の
報ほ

う

を
も
た
ら
し
た
。
国く

に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

と
モ
ン
・
シ
ン

大た
い

尉い

が
外そ

と

に
飛と

び
出だ

す
と
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
の
方ほ

う

に
ゆ
ら
り
と
観か

ん

測そ
く

気き

球き
ゅ
うが
あ
が
り
、「
敵て

き

軍ぐ
ん

降こ
う

伏ふ
く

」
の
大お

お

文も

字じ

を
つ
り
下さ

げ
た
。

あ
ち
こ
ち
か
ら
、
い
っ
せ
い
に
遠え

ん

雷ら
い

の
よ
う
な
万ば

ん

歳ざ
い

の
声こ

え

が
あ

が
り
、
こ
だ
ま
し
た
。

　

ゴ
ム
園え

ん

に
避ひ

難な
ん

し
て
い
た
マ
レ
ー
人じ

ん

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

、
イ
ン
ド
人じ

ん

の
老ろ

う

若に
ゃ
く

男な
ん

女に
ょ

が
、
歓か

ん

喜き

の
声こ

え

を
あ
げ
な
が
ら
、
家い

え

路じ

に
急い

そ

ぐ
。

　
マ
レ
ー
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
攻こ

う

略り
ゃ
く

戦せ
ん

は
、
１
２
０
０
キ
ロ
の

距き
ょ

離り

を
７
２
日に

ち

で
快か

い

進し
ん

撃げ
き

し
、
兵へ

い

力り
ょ
く３
倍ば

い

の
英え

い

軍ぐ
ん

を
降こ

う

伏ふ
く

さ

せ
て
、
１
０
万ま

ん

余よ

を
捕ほ

虜り
ょ

と
し
た
稀き

代だ
い

の
名め

い

作さ
く

戦せ
ん

と
し
て
、

世せ

界か
い

の
兵へ

い

家か

か
ら
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

さ
れ
た
。
そ
の
陰か

げ

に
は
、
イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

の
活か

つ

躍や
く

が
あ
っ
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥か

ん

落ら
く

の
翌よ

く

々よ
く

日じ
つ

、
２
月が

つ

１
７
日に

ち

、
ま
ぶ
し

い
ば
か
り
の
好こ

う

天て
ん

の
も
と
、
旧

き
ゅ
う

競け
い

馬ば

場じ
ょ
うフ
ァ
ラ
・
パ
ー
ク
に

４
万ま

ん

５
千せ

ん

名め
い

の
イ
ン
ド
兵へ

い

部ぶ

隊た
い

が
集あ

つ

め
ら
れ
た
。

　

藤ふ
じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

が
演え

ん

説ぜ
つ

壇だ
ん

上
じ
ょ
う

に
立た

つ
と
、
す
べ
て
の
視し

線せ
ん

が
集あ

つ

ま
っ
た
。
自じ

分ぶ
ん

た
ち
は

今こ
ん

後ご

ど
う
な
る
の
か
、
と
重お

も

苦く
る

し
い
空く

う

気き

が
流な

が

れ
る
。

　

親し
ん

愛あ
い

な
る
イ
ン
ド
兵へ

い

諸し
ょ

君く
ん

。
私わ

た
し
は
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

を
代だ

い

表
ひ
ょ
う

し
て
、
英え

い

軍ぐ
ん

当と
う

局き
ょ
くか
ら
諸し

ょ

君く
ん

を
接せ

っ

収し
ゅ
うし
た
。
諸し

ょ

君く
ん

と
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

、
さ
ら
に
イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

と

日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

と
の
友ゆ

う

愛あ
い

を
結む

す

ぶ

た
め
に
参ま

い
っ
た
藤ふ

じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

で

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
が
英え

い

語ご

、
さ
ら
に
イ

ン
ド
語ご

に
訳や

く

さ
れ
る
と
、
怒ど

濤と
う

の
よ
う
な
ざ
わ
め
き
が
起お

こ
っ
た
。
藤ふ

じ

原わ
ら

少し
ょ
う

佐さ

は
続つ

づ

け

た
。

　

日に

本ほ
ん

の
戦せ

ん

争そ
う

目も
く

的て
き

は
、
一い

ち

に
東と

う

亜あ

民み
ん

族ぞ
く

の
解か

い

放ほ
う

に
あ
り
、

日に

本ほ
ん

は
イ
ン
ド
の
独ど

く

立り
つ

達た
っ

成せ
い

を
願が

ん

望ぼ
う

し
、
誠せ

い

意い

あ
る
援え

ん

助じ
ょ

を
行お

こ
な
う
。
た
だ
し
、
日に

本ほ
ん

は

い
っ
さ
い
の
野や

心し
ん

な
い
こ
と
を

誓ち
か

う
。
イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

、
イ

ン
ド
独ど

く

立り
つ

連れ
ん

盟め
い

の
活か

つ

動ど
う

に
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う
し
、
日に

本ほ
ん

は
イ
ン
ド

兵へ
い

を
友ゆ

う

愛あ
い

の
念ね

ん

を
も
っ
て
遇ぐ

う

（上
じ ょ う

）

す
る
。
も
し
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

に
参さ

ん

加か

し
た
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

は

俘ふ

虜り
ょ

の
と
り
扱あ

つ
かい
を
停て

い

止し

し
、
運う

ん

動ど
う

の
自じ

由ゆ
う

を
認み

と

め
、
い
っ
さ

い
の
援え

ん

助じ
ょ

を
お
こ
な
う
。

　

数す
う

万ま
ん

の
イ
ン
ド
兵へ

い

は
歓か

ん

声せ
い

を
あ
げ
て
乱ら

ん

舞ぶ

し
た
。
幾い

く

千せ
ん

と

い
う
軍ぐ

ん

帽ぼ
う

が
大お

お

空ぞ
ら

に
舞ま

い
上あ

が
っ
た
。

　

興こ
う

奮ふ
ん

の
静し

ず

ま
る
の
を
待ま

っ
て
、
モ
ン
・
シ
ン
大た

い

尉い

が
壇だ

ん

上じ
ょ
うに

立た

っ
た
。
大た

い

尉い

は
イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

の
今こ

ん

日に
ち

に
至い

た

る
ま
で
の
活か

つ

動ど
う

を
報ほ

う

告こ
く

し
、
い
ま
こ
そ
こ
の
天て

ん

与よ

の
好こ

う

機き

に
乗じ

ょ
う
じ
て
祖そ

国こ
く

の
た

め
に
奮ふ

ん

起き

す
る
こ
と
を
望の

ぞ

む
と
訴う

っ
た
え
た
。
全ぜ

ん

員い
ん

総そ
う

立だ

ち
に
な
っ

て
、
大た

い

尉い

と
と
も
に
銃じ

ゅ
う
を
と

ら
ん
、
と
呼こ

号ご
う

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

■

１
． 

国く
に

塚づ
か

一か
ず

乗の
り

『
イ
ン
パ
ー

ル
を
超こ

え
て　

Ｆ
機き

関か
ん

と

チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
の
夢ゆ

め

』

講こ
う

談だ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
７
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（５） ２０１７年第４８６９号 	１０月	２８日	（土曜日）

Presidente dos EUA espera 
solucionar questão da 
Coreia do Norte Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Coreia do Norte (26/10/2017)

O presidente dos Es-
tados Unidos, Donald 
Trump, ressaltou que vai 
trabalhar para solucionar 
os problemas causados 
pelas ameaças nuclear e 
de mísseis da Coreia do 
Norte.
Na quarta-feira, ele con-
cedeu entrevista à emis-

sora Fox TV, em ante-
cipação à sua visita ao 
Japão, à Coreia do Sul e à 
China a partir do dia 5 de 
novembro.
Trump afirmou esperar 
que seu giro pela Ásia 
seja histórico e positivo. 
Disse que eles precisam 
solucionar a questão nor-

te-coreana que, segundo 
o presidente americano, é 
um problema muito gran-
de. Acrescentou que ele 
vai solucioná-lo.
Perguntado a respeito do 
presidente da China, Xi 
Jinping, Donald Trump 
respondeu que, em sua 
opinião, Xi é um homem 

poderoso e uma pessoa 
muito boa. Trump decla-
rou que sempre haverá di-
ferenças entre os Estados 
Unidos e a China, mas 
que ele mantém uma boa 
relação com o presidente 
chinês.

EUA adicionam autoridades 
e entidades norte-coreanas 
em sua lista de sanções

Coreia do Norte (27/10/2017)

O governo dos Estados 
Unidos adicionou, na sua 
lista de sanções, sete au-
toridades e três entidades 
norte-coreanas por ques-
tões relacionadas a abusos 
de direitos humanos.
Na quinta-feira, o Depar-
tamento do Tesouro anun-

ciou a medida que inclui o 
congelamento de bens nos 
Estados Unidos.
Entre as autoridades nor-
te-coreanas designadas, 
encontra-se o ministro do 
Trabalho Jong Yong Su. 
Funcionários do departa-
mento americano dizem 

Esboço de resolução sobre 
abolição de armas nucleares 
apresentado por Japão 
enfrenta críticas

Abolição de Armas Nucleares 
(27/10/2017)

Um esboço de resolução 
apresentado pelo Japão 
que pede pela abolição de 
armas nucleares está en-
frentando críticas em uma 
comissão das Nações Uni-
das. O projeto está sendo 
posto à votação nesta sex-
ta-feira.
A Primeira Comissão da 
Assembleia Geral das Na-
ções Unidas, que lida com 
a questão do desarmamen-
to, pôs em debate vários 
esboços de resoluções na 
quinta-feira.
O Japão, o único país a ter 
sofrido bombardeios atô-
micos, tem apresentado 
projetos similares por 24 
anos consecutivos e, até 
agora, todos os 23 anterio-
res foram adotados.
O último projeto subme-
tido pelo Japão enfatiza 
a importância de realizar 
arranjos concernentes à 
segurança em meio às 
ameaças nuclear e de mís-
seis por parte da Coreia do 
Norte. O documento não 
menciona o Tratado de 
Proibição de Armas Nu-
cleares das Nações Uni-
das, adotado no mês de 

julho.
O tratado das Nações 
Unidas, que tem força 
legal, foi adotado com 
o apoio das nações que 
não possuem armas nu-
cleares. O Japão e os 
Estados Unidos estão 
entre os países que se 
opõem ao acordo.
A África do Sul, Brasil 
e outros países que dão 
apoio ao tratado indi-
caram sua oposição ao 
esboço de resolução 
proposto pelo Japão.
A iniciativa apresentada 
pelo Japão conta com 
cerca de 70 países sim-
patizantes, um número 
bem menor em compa-
ração com os 108 regis-
trados no ano passado.

que o referido ministro do 
Trabalho faz com que nor-
te-coreanos executem tra-
balhos forçados no setor 
de mineração e outros.
Um cônsul-geral na cida-
de chinesa Shenyang e um 
diplomata posicionado no 
Vietnã são responsabiliza-

dos de participarem de um 
caso de repatriação força-
da de norte-coreanos que 
buscaram asilo.
Diz-se também que uma 
companhia localizada na 
Argélia faz com que seus 
empregados, que foram 
despachados a ganhar 
divisas para a Coreia do 
Norte, trabalharem em 
condições similares a de 
escravos, com sua liber-
dade de locomoção rigo-
rosamente restrita.

Enviado do Japão na ONU 
critica sequestros realizados 
pela Coreia do Norte

Coreia do Norte (27/10/2017)

Um enviado japonês para 
uma comissão de direitos 
humanos da ONU conde-
nou os sequestros realiza-
dos por agentes da Coreia 
do Norte.
Toshiya Hoshino, vice-re-
presentante permanente 

do Japão nas Nações Uni-
das, falou na quinta-feira 
em Nova York na Tercei-
ra Comissão da Assem-
bleia Geral da ONU. Ele 
denunciou os sequestros 
como os mais graves abu-
sos de direitos humanos.

O relator especial da ONU 
sobre a Situação dos Di-
reitos Humanos na Co-
reia do Norte, Tomas Ojea 
Quintana, ressaltou que os 
parentes de japoneses e 
sul-coreanos sequestrados 
continuam a procurar seus 

entes queridos.
Quintana acrescentou que 
a Coreia do Norte está in-
jetando recursos nos seus 
programas de desenvolvi-
mento nuclear e de mísseis 
em vez de melhorar a situ-
ação de direitos humanos 
no país.
O representante da Coreia 
do Norte não participou da 
reunião. Uma autoridade 
de alto escalão norte-core-
ana da missão do país na 
ONU disse à NHK que a 
ausência significa dar as 
costas à questão.

Chanceler japonês pede à 
Unesco para não registrar 
arquivos sobre “mulheres 
de conforto”

Mulheres de Confronto (27/10/2017)

O ministro dos Negócios 
Estrangeiros do Japão, 
Taro Kono, pediu à Unes-
co para não registrar ar-
quivos sobre as chamadas 
mulheres de conforto no 

seu Programa Memória 
do Mundo.
Kono fez o apelo à agên-
cia cultural da ONU na 
sexta-feira, um dia após 
um painel internacional 

para a lista adiar uma deci-
são sobre a questão.
O painel citou a necessida-
de de diálogo entre países 
envolvidos no caso.
O chanceler japonês citou 
que há uma resolução do 
comitê executivo da Unes-
co que pede a países mem-

bros que evitem a eleva-
ção da tensão política. Ele 
afirmou que a resolução 
deve ser respeitada.
No ano passado, grupos 
de cidadãos de 8 partes, 
incluindo Coreia do Sul, 
China, Taiwan e Japão, fi-
zeram requerimento junto 
à Unesco para o registro 
de mais de 2.700 docu-
mentos e outros materiais 
envolvendo mulheres de 
conforto.
A diretora-geral da Unes-
co, Irina Bokova, irá to-
mar a decisão final sobre o 
registro dos arquivos.
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外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

授じ
ゅ

章
し
ょ
う

式し
き

で
受じ

ゅ

章し
ょ
うし
た
中な

か

村む
ら

さ
ん
は

１
９
９
３
年ね

ん

か
ら
か
ら
０
３

年ね
ん

ま
で
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

ブ
ラ
ジ
ル
連れ

ん

絡ら
く

事じ

務む

所し
ょ

（
現げ

ん

ブ
ラ
ジ
ル
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

事じ

務む

所し
ょ

）
所し

ょ

長ち
ょ
うを
務つ

と

め

た
。
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

と
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

は

姉し

妹ま
い

提て
い

携け
い

を
結む

す

ん
で
お
り
、

　
「
県け

ん

内な
い

の
原げ

ん

子し

発は
つ

電で
ん

所じ
ょ

１
０
基き

を
廃は

い

炉ろ

し
、
原げ

ん

子し

力り
ょ
くに
依い

存ぞ
ん

し
な
い
社し

ゃ

会か
い

作づ
く

り
を
」
―
―
。
２
１
日に

ち

、
内う

ち

堀ぼ
り

雅ま
さ

雄お

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

知ち

事じ

（
５
３
、
長な

が

野の

県け
ん

）
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
『
福ふ

く

島し
ま

の
今い

ま

』
が
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
（
以い

下か

、
Ｊ
Ｈ
）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ

た
。
内う

ち

堀ぼ
り

知ち

事じ

は
２
０
１
１
年ね

ん

の
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

か
ら
の
復ふ

っ

興こ
う

状じ
ょ
う

況き
ょ
うと
２
０
年ね

ん

東と
う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

に
向む

け
た
展て

ん

望ぼ
う

を
講こ

う

演え
ん

し
、

野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

や
ギ
リ
ェ
ル
メ
・
ム
ロ
副ふ

く

館か
ん

長ち
ょ
うな
ど
招

し
ょ
う

待た
い

客き
ゃ
く

約や
く

８
０
人に

ん

が
集あ

つ

ま
っ
た
。

今こ

年と
し

で
締て

い

結け
つ

か
ら
４
７
年ね

ん

を

迎む
か

え
る
。
こ
れ
ま
で
活か

っ

発ぱ
つ

な

交こ
う

流り
ゅ
う

事じ

業ぎ
ょ
うを
行お

こ

な
っ
て
い
た

が
、
中な

か

村む
ら

さ
ん
は
、
県け

ん

と
州

し
ゅ
う

の
共

き
ょ
う

同ど
う

事じ

業ぎ
ょ
うで
あ
る
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
開か

い

設せ
つ

が
進す

す

ま
な
い
こ
と
に
苦く

言げ
ん

を
呈て

い

し
て
い
る
。
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

ブ

ラ
ジ
ル
連れ

ん

絡ら
く

事じ

務む

所し
ょ

の
活か

つ

動ど
う

実じ
っ

態た
い

に
つ
い
て
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

に
訴

う
っ
た

を
喜よ

ろ
こん
だ
。

内う
ち

堀ぼ
り

知ち

事じ

は
、
震し

ん

災さ
い

時じ

の

支し

援え
ん

に
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
、
震し

ん

災さ
い

か
ら
６
年ね

ん

半は
ん

経た

っ
た
現げ

ん

在ざ
い

の

福ふ
く

島し
ま

の
『
光ひ

か
りと
闇や

み

』
に
つ
い
て

紹し
ょ
う

介か
い

し
た
。

明あ
か

る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
た
『
光ひ

か
り
』
は
、
県け

ん

内な
い

の
１
２
％
を
占し

め
て
い
た
非ひ

難な
ん

区く

域い
き

が
３
％
に
減げ

ん

少し
ょ
うし
た

こ
と
や
、
除じ

ょ

染せ
ん

作さ

業ぎ
ょ
うが
進す

す

め

ら
れ
非ひ

難な
ん

区く

域い
き

外が
い

で
は
放ほ

う

射し
ゃ

線せ
ん

量り
ょ
うが
０
・
０
４
〜
０
・
１
５

毎ま
い

時じ

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と

世せ

界か
い

主し
ゅ

要よ
う

都と

市し

と
変か

わ

ら
な
い

量り
ょ
うに
な
っ
た
こ
と
を
挙あ

げ
た
。

　

ま
た
、
多お

お

く
の
観か

ん

光こ
う

地ち

を

持も

つ
県け

ん

内な
い

の
温お

ん

泉せ
ん

が
日に

本ほ
ん

の

旅り
ょ

館か
ん

ラ
ン
キ
ン
グ
で
１
位い

を

受じ
ゅ

賞し
ょ
うし
、
農の

う

産さ
ん

物ぶ
つ

の
輸ゆ

出し
ゅ
つも

来ら
い

年ね
ん

に
は
震し

ん

災さ
い

前ま
え

最さ
い

大だ
い

と
な

る
見み

込こ

み
だ
。

一い
っ

方ぽ
う

、『
闇や

み

』
で
は
県け

ん

内な
い

全ぜ
ん

体た
い

人じ
ん

口こ
う

が
約や

く

２
０
０
万ま

ん

人に
ん

か

ら
１
８
０
万ま

ん

人に
ん

程て
い

度ど

に
減げ

ん

少
し
ょ
う

し
た
こ
と
な
ど
を
挙あ

げ
た
。

　

ま
た
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

の
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

産さ
ん

生せ
い

産さ
ん

物ぶ
つ

の
価か

格か
く

が
震し

ん

災さ
い

前ま
え

よ
り
低ひ

く

く
設せ

っ

定て
い

さ
れ
て
い

る
こ
と
に
触ふ

れ
、「
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

産さ
ん

の
も
の
を
避さ

け
る
国こ

く

民み
ん

も
多お

お

い
。
観か

ん

光こ
う

客き
ゃ
くの
増ぞ

う

加か

も
厳き

び

し

い
」
と
震し

ん

災さ
い

の
影え

い

響き
ょ
うを
説せ

つ

明め
い

し
た
。

続つ
づ

い
て
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

が
震し

ん

災さ
い

か
ら
明あ

か

る
い
話わ

題だ
い

を
増ふ

や
す

た
め
に
取と

り

組く

ん
で
い
る
『
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

』
に
つ
い
て
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

２
０
２
０
年ね

ん

に
震し

ん

災さ
い

か
ら

１
０
年ね

ん

目め

を
迎む

か

え
る
同ど

う

県け
ん

は
、
県け

ん

内な
い

生せ
い

産さ
ん

物ぶ
つ

の
品ひ

ん

質し
つ

を

保ほ
し
ょ
う

証
す
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農の

う

業
ぎ
ょ
う

生せ
い

産さ
ん

工こ
う

程て
い

管か
ん

理り

）
認に

ん

証し
ょ
う

数す
う

日に

本ほ
ん

一い
ちを
目め

指ざ

し
て
い
る
。
ま

た
、
同ど

う

年ね
ん

ま
で
に
ロ
ボ
ッ
ト
の

試し

験け
ん

環か
ん

境き
ょ
う「
ロ
ボ
ッ
ト
・
テ

ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
整せ

い

備び

を

終お

え
、
ワ
ー
ル
ド
ロ
ボ
ッ
ト
サ

ミ
ッ
ト
開か

い

催さ
い

を
計け

い

画か
く

。
東と

う

京
き
ょ
う

五ご

輪り
ん

で
は
野や

球き
ゅ
うと
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
開か

い

幕ま
く

試じ

合あ
い

が
行お

こ
な
わ
れ

る
予よ

定て
い

だ
。

　

講こ
う

演え
ん

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

後ご

に
は
質し

つ

疑ぎ

応お
う

答と
う

が
行お

こ
なわ
れ
た
。「
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
は
原げ

ん

発ぱ
つ

に
対た

い

し
ど
の
よ

う
な
扱あ

つ
か
い
が
求も

と

め
ら
れ
て
い

　

在ざ
い

ク
リ
チ
バ
日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

（
木き

村む
ら

元は
じ
め

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

）

は
１
０
日か

、
同ど

う

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

公こ
う

邸て
い

で
『
平へ

い

成せ
い

２
９
年ね

ん

度ど

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

授じ
ゅ

章し
ょ
う

式し
き

』
を
行お

こ

な

っ
た
。同ど

う

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

管か
ん

内な
い

で
は
、

佐さ

さ々

木き

治は
る

夫お

さ
ん
（
８
７
）、

中な
か

村む
ら

矗ひ
と
しさ
ん
（
７
３
）
の
２

氏し

が
受じ

ゅ

章し
ょ
うし
た
。

　

佐さ

さ々

木き

さ
ん
は
、

１
９
７
７
年ね

ん

に
ハ
ン
セ
ン
病

び
ょ
う

患か
ん

者じ
ゃ

及お
よ

び
皮ひ

膚ふ

病び
ょ
う

患か
ん

者じ
ゃ

を
対た

い

象し
ょ
うと
し
た
ウ
マ
ニ
タ
ス
慈じ

善ぜ
ん

病び
ょ
う

院い
ん

を
設せ

つ

立り
つ

。
以い

来ら
い

約や
く

４
０

年ね
ん

間か
ん

に
渡わ

た

っ
て
同ど

う

慈じ

善ぜ
ん

病び
ょ
う

院い
ん

の
会か

い

長ち
ょ
う

及お
よ

び
顧こ

問も
ん

と
し
て
、

多た

数す
う

の
患か

ん

者じ
ゃ

の
診し

ん

療り
ょ
う・
治ち

療
り
ょ
う

等な
ど

に
貢こ

う

献け
ん

し
た
。

　

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
麻ま

薬や
く

中ち
ゅ
う

毒ど
く

患か
ん

者じ
ゃ

の
治ち

療り
ょ
うや
貧ひ

ん

困こ
ん

者し
ゃ

児じ

童ど
う

の
教

き
ょ
う

育い
く

支し

援え
ん

活か
つ

動ど
う

、

老ろ
う

人じ
ん

福ふ
く

祉し

活か
つ

動ど
う

な
ど
社し

ゃ

会か
い

的て
き

る
の
か
」
と
の
質し

つ

問も
ん

に
、「
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

は
世せ

界か
い

で
も
例れ

い

の
な
い

事じ

故こ

に
遭あ

い
苦く

る

し
ん
で
い
る
。

私わ
た
し

達た
ち

は
県け

ん

内な
い

１
０
基き

の
原げ

ん

子し

炉ろ

を
廃は

い

炉ろ

し
、
原げ

ん

子し

力り
ょ
くに
依い

存ぞ
ん

し
な
い
社し

ゃ

会か
い

を
作つ

く

り
た
い
」

と
語か

た
っ
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

で
、「
自じ

民み
ん

・
公こ

う

明め
い

党と
う

は
原げ

ん

子し

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

を
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な

電で
ん

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

と
考か

ん
が
え
て
い
る
。

２
０
３
０
年ね

ん

に
国こ

く

内な
い

の
原げ

ん

発ぱ
つ

０
を
目め

指ざ

し
て
い
る
党と

う

も
あ

る
が
、
具ぐ

体た
い

的て
き

な
道み

ち

筋す
じ

は
な

く
実じ

つ

現げ
ん

す
る
か
は
わ
か
ら
な

い
」
と
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

講こ
う

演え
ん

に
参さ

ん

加か

し
た
丹た

ん

治じ

ズ

弱じ
ゃ
く

者し
ゃ

を
対た

い

象し
ょ
う

と
し
た
慈じ

善ぜ
ん

活か
つ

動ど
う

を
幅は

ば

広ひ
ろ

く
行お

こ

な
っ
て
い

る
。

　

中な
か

村む
ら

さ
ん
は
、
ク
リ
チ
バ

市し

環か
ん

境き
ょ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

と
し
て
、
同ど

う

市し

の
都と

市し

計け
い

画か
く

に
「
人に

ん

間げ
ん

と

自し

然ぜ
ん

の
調

ち
ょ
う

和わ

」
を
取と

り
入い

れ
、

洪こ
う

水ず
い

と
ス
ラ
ム
化か

に
悩な

や

ま
さ

れ
た
一い

っ

帯た
い

を
人ひ

と

々び
と

の
憩い

こ

い
の

場ば

に
変へ

ん

貌ぼ
う

さ
せ
た
。

　

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
手し

ゅ

（左
ひだり

から）中
なか

村
むら

さん、佐
さ

々
さ

木
き

さん、木
き

村
むら

総
そう

領
りょう

事
じ

　

伯は
っ

国こ
く

市し

場じ
ょ
うで
自じ

社し
ゃ

製せ
い

品ひ
ん

展て
ん

開か
い

を
目め

指ざ

す
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

喜き

多た

方か
た

市し

の
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

五い
が
ら
し
十
嵐
製せ

い

麺め
ん

、
合ご

う

資し

会が
い

社し
ゃ

大
和や

ま
と

川が
わ

酒し
ゅ

造ぞ
う

店て
ん

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
五い

が
ら
し
十
嵐
孝

た
か
し

代だ
い

表ひ
ょ
う

取と
り

締し
ま
り

役や
く

（
６
３
、
喜き

田だ

方か
た

市し

）、
佐さ

藤と
う

和か
ず

典の
り

取と
り

締
し
ま
り

役や
く

社し
ゃ

長ち
ょ
う（
６
０
、
同ど

う

）
と
輸ゆ

入に
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

ニ
ッ
ポ
ン
・
ベ
ビ
ー

ダ
ス
の
川か

わ

添ぞ
え

博ひ
ろ
し

社し
ゃ

長ち
ょ
うが
２
０

日か

に
来ら

い

社し
ゃ

し
、
製せ

い

品ひ
ん

紹し
ょ
う

介か
い

と
市し

場じ
ょ
う

展て
ん

開か
い

に
向む

け
た
意い

気き

込ご

み
を
語か

た

っ
た
。

　

五い
が
ら
し
十
嵐
代だ

い

表ひ
ょ
う

取と
り

締し
ま
り

役や
く

は
、

今こ
ん

回か
い

伯は
っ

国こ
く

に
輸ゆ

入に
ゅ
うし
た
喜き

多た

方か
た

乾か
ん

燥そ
う

麺め
ん

「
平ひ

ら

打う

ち
ち
ぢ
れ

極ご
く

太ぶ
と

麺め
ん

」
の
特と

く

徴ち
ょ
うに
つ
い
て
、

「
麺め

ん

は
油あ

ぶ
ら

で
揚あ

げ
ず
に
熟

じ
ゅ
く

成せ
い

乾か
ん

燥そ
う

さ
せ
、
生な

ま

麺め
ん

の
喉の

ど

越ご

し
、

コ
シ
の
強つ

よ

さ
が
再さ

い

現げ
ん

で
き
て
い

る
」
と
語か

た

っ
た
。

　

ま
た
、
伯は

く

人じ
ん

の
味み

覚か
く

に
合あ

う
よ
う
に
「
喜き

多た

方か
た

こ
っ
て
り

醤し
ょ
う

油ゆ

味あ
じ

」
を
入

に
ゅ
う

荷か

し
た
と
も
。

「
伯は

っ

国こ
く

の
皆み

な

さ
ん
に
も
、
喜き

多た

方か
た

ラ
ー
メ
ン
を
さ
ら
に
楽た

の

し
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
」
と

語か
た

っ
た
。

　

大
和や

ま
と

川が
わ

酒し
ゅ

造ぞ
う

店て
ん

か
ら
は

「
弥や

右う

衛え

門も
ん

」
が
輸ゆ

入に
ゅ
う

さ
れ

た
。
同ど

う

社し
ゃ

で
は
造ぞ

う

酒し
ゅ

の
た
め

原げ
ん

料り
ょ
うと
な
る
米こ

め

を
自じ

社し
ゃ

栽さ
い

培ば
い

る
人ひ

と

【
応お

う

募ぼ

方ほ
う

法ほ
う

】
申

も
う
し

込こ
み

書し
ょ

、
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
く

試し

験け
ん

認に
ん

定て
い

証し
ょ
うお
よ

び
成せ

い

績せ
き

表ひ
ょ
うの
コ
ピ
ー
、
自じ

筆ひ
つ

作さ
く

文ぶ
ん

（
テ
ー
マ
『
こ
ん
な
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

に
な
り
た
い
』）。

電で
ん

話わ

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
場ば

合あ
い

も
あ
る
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
同ど

う

セ
ン
タ
ー
担た

ん

当と
う

の
（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・５
５
７

９
・
６
５
１
３
、
メ
ー
ル
＝

se
m
in
a
rio2

@
cb
lj.

o
rg
.b
r

／
担た

ん

当と
う:

メ
イ
リ
）

ま
で
。

え
た
が
、
未い

ま

だ
正せ

い

式し
き

な
回か

い

答と
う

が
な
い
と
の
こ
と
。
中な

か

村む
ら

さ
ん

の
授じ

ゅ

章し
ょ
うを
契け

い

機き

に
進し

ん

展て
ん

が
あ

る
！
？

　
　
　
　
　

◎

　

伯は
く

日に
ち

音お
ん

楽が
く

師し

弟て
い

の
ソ
ウ
ザ

さ
ん
と
金か

ね

田だ

さ
ん
曰い

わ

く
、「
性せ

い

格か
く

は
絶ぜ

っ

対た
い

に
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

に
出で

る
で
」

と
の
こ
と
。
ち
な
み
に
こ
の
二ふ

た

人り

は
非ひ

常じ
ょ
うに
陽よ

う

気き

で
、
サ
ー

ビ
ス
精せ

い

神し
ん

旺お
う

盛せ
い

。
今こ

ん

後ご

の
演え

ん

奏そ
う

会か
い

の
目も

く

標ひ
ょ
うに
つ
い
て
聞き

く
と

「
色い

ろ

ん
な
所と

こ
ろ

で
演え

ん

奏そ
う

し
て
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

を
熟

じ
ゅ
く

成せ
い

さ
せ
た
い
よ
な
。

最さ
い

終し
ゅ
う

目も
く

標ひ
ょ
うは
や
っ
ぱ
り
武ぶ

道ど
う

館か
ん

や
ろ
な
（
爆ば

く

笑し
ょ
う）」
と
互た

が

い

に
軽か

る

口く
ち

が
止と

ま
ら
な
い
。
明あ

か

る
い
二ふ

た

人り

の
性せ

い

格か
く

が
出で

っ
ぱ
な

し
の
演え

ん

奏そ
う

会か
い

、
興

き
ょ
う

味み

の
あ
る

方か
た

は
次じ

回か
い

是ぜ

非ひ

ど
う
ぞ
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー

（
立た

ち

花ば
な

ア
ル
マ
ン
ド
理り

事じ

長ち
ょ
う
）

が
『
第だ

い

３
１
期き

日に

本ほ
ん

語ご

教
き
ょ
う

師し

養よ
う

成せ
い

講こ
う

座ざ

』
の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

を

募ぼ

集し
ゅ
う
し
て
い
る
。
申も

う

し
込こ

み

締し
め

切き
り

日び

は
来ら

い

月げ
つ

２
０
日か

（
必ひ

っ

着ち
ゃ
く

）、
参さ

ん

加か

費ひ

３
０
０
０
レ

ア
ル
（
会か

い

員い
ん

は
割わ

り

引び
き

あ
り
）。

　

初し
ょ

級き
ゅ
うレ
ベ
ル
の
日に

ち

語ご

学が
く

習
し
ゅ
う

者し
ゃ

に
教お

し

え
る
た
め
の
理り

論ろ
ん

、

技ぎ

術じ
ゅ
つ、
実じ

っ

習し
ゅ
う

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

授じ
ゅ

法ほ
う

、
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

文ぶ
ん

法ぽ
う

、
文ぶ

ん

学が
く

、
語ご

彙い

・
音お

ん

声せ
い

な
ど
を
学ま

な

ぶ
。

【
応お

う

募ぼ

資し

格か
く

条じ
ょ
う

件け
ん

】
▼
１
８

歳さ
い

以い

上じ
ょ
うの
伯は

く

国こ
く

籍せ
き

も
し
く
は

永え
い

住じ
ゅ
う

権け
ん

所し
ょ

持じ

者し
ゃ

▼
Ｎ
３
以い

上じ
ょ
う、
同ど

う

等と
う

の
日に

ち

語ご

力り
ょ
くを
有ゆ

う

す

参
さん

加
か

者
しゃ

募
ぼ

集
しゅう

、来
らい

月
げつ

２０日
か

まで

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

養
よう

成
せい

講
こう

座
ざ

　

挨あ
い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
野の

口ぐ
ち

総そ
う

領
り
ょ
う

事じ

は
、
同ど

う

セ
ミ
ナ
ー
が
Ｊ
Ｈ

開か
い

館か
ん

以い

来ら
い

初し
ょ

の
地ち

方ほ
う

連れ
ん

携け
い

事じ

業ぎ
ょ
うで
あ
る
と
し
て
、「
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

の
復ふ

っ

興こ
う

状じ
ょ
う

況き
ょ
うを
伝つ

た

え
る
こ
と

が
で
き
て
嬉う

れ

し
い
」
と
開か

い

催さ
い

復ふ
っ

興こ
う

状じ
ょ
う

況き
ょ
う

と
五ご

輪り
ん

展て
ん

望ぼ
う

を
語か

た

る

Ｊ
Ｈ
で
特と

く

別べ
つ

セ
ミ
ナ
ー

法ほ
う

を
適て

き

用よ
う

し
た
都と

市し

づ
く
り

で
あ
る
「
人に

ん

間げ
ん

都と

市し

ク
リ
チ

バ
」
の
都と

市し

政せ
い

策さ
く

、
環か

ん

境き
ょ
う

政せ
い

策さ
く

に
つ
い
て
日に

本ほ
ん

各か
く

地ち

で
講こ

う

演え
ん

や
、
雑ざ

っ

誌し

、
全ぜ

ん

国こ
く

紙し

等な
ど

へ

の
寄き

稿こ
う

、連れ
ん

載さ
い

で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

中な
か

村む
ら

さ
ん
は
本ほ

ん

紙し

に
コ
メ

ン
ト
を
寄よ

せ
、「
特と

く

に
優す

ぐ

れ

た
能の

う

力り
ょ
く、
技ぎ

術じ
ゅ
つ、
芸げ

い

術じ
ゅ
つ

活か
つ

動ど
う

が
な
い
の
に
、
私わ

た
し

の
仕し

事ご
と

を
理り

解か
い

し
て
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

親し
ん

善ぜ
ん

佐さ

々さ

木き

治は
る

夫お

、中な
か

村む
ら

矗ひ
と
し

２
氏し

に
栄え

い

誉よ

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

受じ
ゅ

章し
ょ
う

式し
き

伯は
っ

国こ
く

市し

場じ
ょ
う

展て
ん

開か
い

に
意い

気き

込ご

み

ラ
ー
メ
ン
、純じ

ゅ
ん

米ま
い

吟ぎ
ん

醸じ
ょ
う

を
輸ゆ

入に
ゅ
う

開か
い

始し

生せ
い

徒と

１
８
人に

ん

が
参さ

ん

加か

、５
日か

シ
ー
ロ
音お

ん

楽が
く

教き
ょ
う

室し
つ

ピ
ア
ノ
発は

っ

表ぴ
ょ
う

会か
い

に
寄き

与よ

し
た
と
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うし
て
頂

い
た
だ

き
、感か

ん

謝し
ゃ

の
念ね

ん

に
耐た

え
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
素す

晴ば

ら
し
い
日に

本ほ
ん

の
本ほ

ん

質し
つ

を
世せ

界か
い

に
伝つ

た

え
て

い
き
た
い
」
と
し
た
。

　

シ
ー
ロ
音お

ん

楽が
く

教き
ょ
う

室し
つ

に
よ
る

毎ま
い

年と
し

恒こ
う

例れ
い

の
ピ
ア
ノ
発は

っ

表
ぴ
ょ
う

会か
い

が
、
来ら

い

月げ
つ

５
日か

午ご

後ご

３
時じ

か
ら
エ
ス
パ
ッ
ソ
・
カ
シ

ュ
エ
ラ
（R

u
a. M

o
n
te 

A
legre, 1

0
9
4
 P
red-

izes

）
で
行お

こ
な

わ
れ
る
。
入

に
ゅ
う

場
じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　
３
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

続つ
づ

く
演え

ん

奏そ
う

会か
い

で
、
子こ

供ど
も

か
ら
大お

と
な人
ま
で
、

日に
っ

系け
い

非ひ

日に
っ

系け
い

問と

わ
ず
生せ

い

徒と

１
８
人に

ん

が
一い

ち

年ね
ん

の
練れ

ん

習し
ゅ
う

成せ
い

果か

を
披ひ

露ろ
う

す
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

や
映え

い

画が

主し
ゅ

題だ
い

歌か

な
ど
多た

様よ
う

性せ
い

に
富と

ん
だ
も
の
と
な
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
生せ

い

徒と

の
足あ

立だ
ち

弘ひ
ろ

子こ

さ
ん
は
「
発は

っ

表ぴ
ょ
う

会か
い

に
先さ

き

駆が

け
て
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開か

い

催さ
い

し
、

本ほ
ん

番ば
ん

に
向む

け
人ひ

と

前ま
え

で
弾ひ

く
練れ

ん

習し
ゅ
うも
積つ

ん
で
き
ま
し
た
」
と

語か
た

り
、「
ベ
テ
ラ
ン
も
多お

お

く

ク リ チ バ

“福
ふく

島
しま

の今
いま

”内
うち

堀
ぼり

県
けん

知
ち

事
じ

が講
こう

演
えん

（７） ２０１７年第４８６９号  １０月 ２８日 （土曜日）

講
こう

演
えん

中
ちゅう

の内
うち

堀
ぼり

知
ち

事
じ

ミ
ー
ラ
さ
ん
（
６
７
）
は
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

系け
い

人じ
ん

と
結け

っ

婚こ
ん

し
、
同ど

う

県け
ん

を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
こ
と
も
あ
る
。

講こ
う

演え
ん

内な
い

容よ
う

に
つ
い
て
「
私

わ
た
し

達た
ち

は
危き

険け
ん

性せ
い

に
つ
い
て
は
知し

っ
て

喜
き
多
た
方
かた
発
はつ
！

来
らい

社
しゃ

した川
かわ

添
ぞえ

社
しゃ

長
ちょう

、五
いがらし

十嵐代
だい

表
ひょう

取
とり

締
しまり

役
やく

、佐
さ

藤
とう

取
とり

締
しまり

役
やく

社
しゃ

長
ちょう

し
て
い
る
そ
う
。
佐さ

藤と
う

取と
り

締
し
ま
り

役や
く

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
「
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

の
良よ

い

と
こ
ろ
は
ど
ん
な
料

り
ょ
う

理り

に
で

も
合あ

う
と
こ
ろ
。
是ぜ

非ひ

色い
ろ

ん

な
料

り
ょ
う

理り

と
合あ

わ
せ
て
飲の

ん
で

み
て
欲ほ

し
い
」
と
語か

た

っ
た
。

　

川か
わ

添ぞ
え

社し
ゃ

長ち
ょ
う

は
「
手て

打う

ち

ち
ぢ
れ
極ご

く

太ぶ
と

麺め
ん

」
に
つ
い
て

「
即そ

く

席せ
き

麺め
ん

と
は
一ひ

と

味あ
じ

違ち
が

う
、

プ
ロ
の
味あ

じ

」
と
評ひ

ょ
う

し
、「
弥や

右う

衛え

門も
ん

」
を
「
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

な
香か

お

り
で
サ
ラ
ッ
と
し
た
口く

ち

答ご
た

え
。
と
て
も
飲の

み
や
す
い
」

と
称

し
ょ
う

賛さ
ん

し
た
。

　

２
品ひ

ん

と
も
永な

が

山や
ま

グ
ル
ー
プ

は
じ
め
日に

っ

系け
い

料り
ょ
う

理り

店て
ん

に
卸お

ろ

さ

れ
て
い
る
。
問と

い

合あ
わ

せ
は
ニ
ッ
ポ

ン
・
ベ
ビ
ー
ダ
ス
（con

ta-
to@
n
ip
p
on
b
eb
idas.

com
.br

）
ま
で
。

ファミリーコンサートの様
よう

子
す

( 提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

い
る
が
、
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
何な

に

も
知し

ら

な
い
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

外が
い

の
人ひ

と

に
も

知し

ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

内な
い

容よ
う

だ
と
想お

も

う
」
と
感か

ん

想そ
う

を

述の

べ
た
。

聴き

き
応ご

た

え
あ
る
発は

っ

表ぴ
ょ
う

会　か
いに
な

る
の
で
は
。
音お

ん

楽が
く

に
関か

ん

心し
ん

の

あ
る
方か

た

は
ぜ
ひ
」
と
参さ

ん

加か

を

呼よ

び
か
け
た
。

　

同ど
う

教き
ょ
う

室し
つ

で
は
生せ

い

徒と

も
募ぼ

し

集ゅ
う

中ち
ゅ
う。
問と

い

合あ
わ

せ
は
、
足あ

立だ
ち

さ

ん
（
１
１
・
３
５
５
９
・
８
０

５
６
）
ま
で
。

　

ア
ド
ベ
ン
チ
ス
タ
教

き
ょ
う

会か
い

希き

望ぼ
う

の
庭に

わ

が
１
１
月が

つ

４
日か

午ご

後ご

２
時じ

半は
ん

か
ら
、『
老ろ

う

人じ
ん

医い

学が
く

医い

師し

講こ
う

演え
ん

会か
い

』
を
聖せ

い

市し

内な
い

の

同ど
う

教き
ょ
う

会か
い

（R
u
a M
au
ro, 

3
2
, Saude

）で
開か

い

催さ
い

す
る
。

日に
ち

ポ
両

り
ょ
う

語ご

、
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　

今こ
ん

回か
い

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
総そ

う

合ご
う

大だ
い

学が
く

（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
）
医い

学が
く

部ぶ

卒そ
つ

、
サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

老ろ
う

人じ
ん

医い

療り
ょ
うチ
ー
ム
長ち

ょ
う

の
森も

り

澄す
み

香か

医い

師し

が
「
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
両

り
ょ
う

親し
ん

を

上じ
ょ
う

手ず

に
世せ

話わ

す
る
に
は
」
に

つ
い
て
講こ

う

演え
ん

す
る
。

　

同ど
う

教き
ょ
う

会か
い

の
森も

り

規き

和わ

朗お

名め
い

誉よ

牧ぼ
く

師し

は
「
老ろ

う

人じ
ん

の
生せ

い

活か
つ

に
は

心し
ん

身し
ん

の
健け

ん

康こ
う

と
周

し
ゅ
う

囲い

の
援え

ん

助じ
ょ

が
必ひ

つ

要よ
う

。
ど
う
援え

ん

助じ
ょ

し
た
ら

い
い
か
わ
か
ら
な
い
人ひ

と

た
ち

に
も
、
今こ

ん

回か
い

の
講こ

う

演え
ん

は
役や

く

立だ

つ
も
の
に
な
る
」
と
参さ

ん

加か

を

呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
森も

り

名め
い

誉よ

牧ぼ
く

師し

（
１
１
・
３
５
８
６
・
５
３
５

５
）
ま
で
。

ア
ド
ベ
ン
チ

ス
タ
教き

ょ
う

会か
い

老ろ
う
人じ
ん
医い

学が
く
講こ
う
演え
ん
会か
い
、
４
日か



▲来
らい

賓
ひん

らで記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

（下
か

段
だん

左
ひだり

から３番
ばん

目
め

から杉
すぎ

山
やま

県
けん

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

長
ちょう

、内
うち

堀
ぼり

知
ち

事
じ

、永
なが

山
やま

会
かい

長
ちょう

）

貢こ
う

献け
ん

し
、
式し

き

典て
ん

準じ
ゅ
ん

備び

に
も
尽じ

ん

力
り
ょ
く

し
た
宮み

や

谷た
に

て
る
こ
さ
ん
が
代だ

い

表ひ
ょ
うと

し
て
登と

う

壇だ
ん

。
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
節ふ

し

目め

に
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
贈お

く

り
、「
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

を
迎む

か

え
て

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
お
祝い

わ

い
が
で
き
る

こ
と
に
、
皆み

ん
な
を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
お
礼れ

い

を

述の

べ
ま
す
」
と
語か

た
っ
た
。

　

そ
の
後ご

は
内う

ち

堀ぼ
り

知ち

事じ

、
杉す

ぎ

山や
ま

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うと
永な

が

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
うら
で

記き

念ね
ん

品ひ
ん

及お
よ

び
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

状じ
ょ
うや
記き

念ね
ん

プ
レ
ー
ト
を
交こ

う

換か
ん

し
た
。
伯は

っ

国こ
く

が
誇ほ

こ

る
航こ

う

空く
う

機き

製せ
い

造ぞ
う

会が
い

社し
ゃ

エ
ン

ブ
ラ
エ
ル
が
所し

ょ

在ざ
い

す
る
サ
ン
ジ
ョ

ゼ
・
ド
ス
・
カ
ン
ポ
ス
市し

を
地じ

元も
と

と
す
る
西に

し

本も
と

州し
ゅ
う

議ぎ

か
ら
は
、

永な
が

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
う、
内う

ち

堀ぼ
り

知ち

事じ

、
杉す

ぎ

山や
ま

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うに
飛ひ

行こ
う

機き

の
模も

型け
い

が
贈お

く

ら
れ
た
。
ま
た
、
内う

ち

堀ぼ
り

知ち

事じ

ら
か
ら
は
県け

ん

人じ
ん

会か
い

と
日に

っ

系け
い

３

団だ
ん

体た
い

に
寄き

付ふ

金き
ん

が
贈お

く

ら
れ
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

の
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

、
猪い

狩か
り

ユ
キ
さ
ん
に
よ
る
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

・
研け

ん

修
し
ゅ
う

生せ
い

Ｏ
Ｂ
代だ

い

表ひ
ょ
う

挨あ
い

拶さ
つ

で
は
、「
皆み

な

さ
ん
の
支さ

さ

え
で
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
続つ

づ

い
て

い
る
」
と
先せ

ん

人じ
ん

、
母ぼ

県け
ん

の
支し

援え
ん

に

感か
ん

謝し
ゃ

が
伝つ

た

え
ら
れ
た
。
そ
し
て
会か

い

場じ
ょ
う

全ぜ
ん

体た
い

で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合が

っ

唱し
ょ
うし
、
式し

き

典て
ん

は
閉へ

い

会か
い

と
な
っ
た
。

 

な
ご
や
か
に
祝し

ゅ
く

賀が

パ
ー
ティ

１
０
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

に
祝い

わ

い
の
声こ

え

多お
お

く
の
方か

た

々が
た

か
ら
の
御ご

支し

援え
ん

に

対た
い

す
る
感か

ん

謝し
ゃ

を
全ぜ

ん

世せ

界か
い

に
伝つ

た

え

る
と
と
も
に
、
復ふ

っ

興こ
う

の
加か

速そ
く

化か

と
未み

来ら
い

を
担に

な

う
子こ

ど
も
た
ち
の

夢ゆ
め

や
希き

望ぼ
う

に
繋つ

な

げ
て
ま
い
り
た

い
と
考か

ん
が
え
て
お
り
ま
す
。

　

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

の
復ふ

っ

興こ
う

へ
の
道み

ち

の
り

は
長な

が

く
厳き

び

し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
現げ

ん

在ざ
い

、
直

ち
ょ
く

面め
ん

す
る
様さ

ま

々ざ
ま

な
困こ

ん

難な
ん

を
一ひ

と

つ
ず
つ
着

ち
ゃ
く

実じ
つ

に
乗の

り
越こ

え
、
県け

ん

民み
ん

一い
ち

丸が
ん

と
な
っ
て

ふ
る
さ
と
福ふ

く

島し
ま

の
復ふ

っ

興こ
う

を
更さ

ら

に

前ま
え

に
進す

す

め
て
ま
い
る
所し

ょ

存ぞ
ん

で
あ

り
ま
す
。
ど
う
か
皆み

な

様さ
ま

に
は
、

こ
れ
ま
で
に
培

つ
ち
か

っ
た
豊ほ

う

富ふ

な

知ち

識し
き

と
経け

い

験け
ん

を
存ぞ

ん

分ぶ
ん

に
発は

っ

揮き

さ

れ
、
貴き

国こ
く

ブ
ラ
ジ
ル
の
発は

っ

展て
ん

へ

の
御ご

貢こ
う

献け
ん

と
伯は

く

日に
ち

両り
ょ
う

国こ
く

間か
ん

の

友ゆ
う

好こ
う

親し
ん

善ぜ
ん

の
懸か

け
橋は

し

と
し
て
、

な
お
一い

っ

層そ
う

の
御ご

尽じ
ん

力り
ょ
くを
賜た

ま
わ
り
ま

す
よ
う
心こ

こ
ろ
か
ら
お
願ね

が

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

結む
す

び
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
限か

ぎ

り
な
い
御ご

発は
っ

展て
ん

と
皆み

な

様さ
ま

の
一い

っ

層そ
う

の
御ご

活か
つ

躍や
く

、
御ご

多た

幸こ
う

を
心こ

こ
ろ
か
ら
御ご

祈き

念ね
ん

い
た
し
ま
し

て
、
お
祝い

わ

い
の
言こ

と

葉ば

と
い
た
し

ま
す
。

な
ら
な
い
困こ

ん

難な
ん

な
課か

題だ
い

が
山さ

ん

積せ
き

し
て
お
り
ま
す
。

　

一い
っ

方ぽ
う

、
国こ

く

内な
い

外が
い

か
ら
の
温あ

た
た
か

い
御ご

支し

援え
ん

と
県け

ん

民み
ん

の
御ご

努ど

力り
ょ
くに

よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
復ふ

っ

旧き
ゅ
う

整せ
い

備び

、

経け
い

済ざ
い

指し

標ひ
ょ
うや
観か

ん

光こ
う

地ち

の
に
ぎ
わ

い
の
回か

い

復ふ
く

な
ど
、
本ほ

ん

県け
ん

の
復ふ

っ

興こ
う

に
向む

け
た
歩あ

ゆ

み
は
着

ち
ゃ
く

実じ
つ

に
前ぜ

ん

進し
ん

し
て
き
て
お
り
ま
す
。
貴き

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

に
は
、
発は

っ

災さ
い

当と
う

初し
ょ

か
ら
、
折お

り

に
触ふ

れ
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
形か

た
ち
で
御ご

支し

援え
ん

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、

こ
の
場ば

を
お
借か

り
い
た
し
ま
し
て

深ふ
か

く
感か

ん

謝し
ゃ

を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

昨さ
く

年ね
ん

、
貴き

国こ
く

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
ま

し
た
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競

き
ょ
う

技ぎ

大た
い

会か
い

は
、
記き

憶お
く

に
残の

こ

る

素す

晴ば

ら
し
い
大た

い

会か
い

と
な
り
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

民み
ん

を
は
じ
め
世せ

界か
い

の
多お

お

く

の
人ひ

と

々び
と

に
感か

ん

動ど
う

を
与あ

た

え
て
く
れ

ま
し
た
。
３
年ね

ん

後ご

の
２
０
２
０

年ね
ん

東と
う

京き
ょ
うオ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競

き
ょ
う

技ぎ

大た
い

会か
い

で
は
、
野や

球き
ゅ
う・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

き
ょ
う

技ぎ

が
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
好こ

う

機き

と
し
、
本ほ

ん

県け
ん

の

復ふ
っ

興こ
う

が
前ま

え

に
進す

す

ん
で
い
る
姿す

が
た
や

　

ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が

こ
の
度た

び

、
記き

念ね
ん

す
べ
き
創そ

う

立り
つ

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

の
年と

し

を
迎む

か

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
誠ま

こ
と
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

議ぎ

会か
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
うい
た
し
ま
し

て
、
心こ

こ
ろ
か
ら
お
祝い

わ

い
を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
と
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

と
の
関か

ん

係け
い

は
、
１
９
０
８
年ね

ん

の
第だ

い

１
回か

い

移い

住じ
ゅ
う

以い

来ら
い

の
長な

が

い
歴れ

き

史し

を
有ゆ

う

し
て
お
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
他た

県け
ん

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に

先さ
き

駆が

け
て
組そ

織し
き

さ
れ
、
母ぼ

県け
ん

と

の
懸か

け
橋は

し

さ
ら
に
は
県け

ん

人じ
ん

の
物ぶ

っ

心し
ん

両り
ょ
う

面め
ん

を
支さ

さ

え
る
拠よ

り
所ど

こ
ろ
と
し

て
、
計は

か

り
知し

れ
な
い
大お

お

き
な
役や

く

割わ
り

を
果は

た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間か

ん

、
先せ

ん

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

の
御ご

労ろ
う

苦く

は
、
筆ひ

つ

舌ぜ
つ

に
尽つ

く
せ
な
い

こ
と
の
連れ

ん

続ぞ
く

で
あ
っ
た
か
と
思お

も

い
ま
す
が
、
新あ

た
ら
し
い
生せ

い

活か
つ

の
開か

い

拓た
く

に
不ふ

屈く
つ

の
精せ

い

神し
ん

で
臨の

ぞ

ま
れ
た

結け
っ

果か

、
今い

ま

や
皆み

な

様さ
ま

は
、
ブ
ラ
ジ

ル
社し

ゃ

会か
い

の
あ
ら
ゆ
る
分ぶ

ん

野や

で
御ご

活か
つ

躍や
く

さ
れ
、
今こ

ん

 に
ち日
の
輝か

が
や
か
し
い

地ち

位い

と
厚あ

つ

い
信し

ん

頼ら
い

を
得え

る
存そ

ん

在ざ
い

に
至い

た

っ
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
誠ま

こ
と
に
喜よ

ろ
こ
ば
し
い
限か

ぎ

り
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
皆み

な

様さ
ま

の
こ
れ
ま
で

の
長な

が

年ね
ん

の
御ご

努ど

力り
ょ
くと
御ご

尽じ
ん

力り
ょ
くに

対た
い

し
、
改あ

ら
た
め
て
衷

ち
ゅ
う

心し
ん

よ
り
敬け

い

意い

と
感か

ん

謝し
ゃ

の
意い

を
表あ

ら
わ
し
ま
す
。

　

東
ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

と
原げ

ん

子し

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

所し
ょ

事じ

故こ

か
ら
６
年ね

ん

半は
ん

が
経た

ち

ま
し
た
。
皆み

な

様さ
ま

の
母ぼ

県け
ん

、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

で
は
、
今い

ま

も
な
お
、
５
万ま

ん

人に
ん

を
超こ

え
る
県け

ん

民み
ん

が
避ひ

難な
ん

生せ
い

活か
つ

を

続つ
づ

け
て
お
り
、
被ひ

災さ
い

者し
ゃ

の
生せ

い

活か
つ

再さ
い

建け
ん

支し

援え
ん

、
原げ

ん

子し

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

所し
ょ

の

廃は
い

炉ろ

・
汚お

染せ
ん

水す
い

対た
い

策さ
く

、
風ふ

う

評ひ
ょ
う

対た
い

策さ
く

な
ど
、
乗の

り
越こ

え
な
け
れ
ば

福
ふく

島
しま

県
けん

人
じん

会
かい

創
そう

立
りつ

100周
しゅう

年
ねん

を
馳は

せ
た
。

　

鏡
か
が
み

開び
ら

き
に
自じ

社し
ゃ

製せ
い

品ひ
ん

を
提て

い

供
き
ょ
う

し
た
合ご

う

資し

会が
い

社し
ゃ

大や
ま
と和
川が

わ

酒し
ゅ

造ぞ
う

店て
ん

の
佐さ

藤と
う

和か
ず

典の
り

取と
り

締し
ま
り

役や
く

社し
ゃ

長
ち
ょ
う

（
６
０
、
同ど

う

）
は
、「
ず
っ
と
伯は

っ

国こ
く

へ
の
輸ゆ

入に
ゅ
うに
手て

こ
ず
っ
て
い
た

が
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

に
間ま

に
合あ

っ
て
よ
か
っ
た
。
喜き

多た

方か
た

市し

の
酒し

ゅ

造ぞ
う

店て
ん

の
製せ

い

品ひ
ん

で
お

祝い
わ

い
で
き
て
嬉う

れ

し
い
」
と
語か

た

り
、

「
日に

本ほ
ん

で
飲の

む
よ
り
美お

味い

し
く

感か
ん

じ
る
」
と
喜よ

ろ
こ

び
を
滲に

じ

ま
せ
た
。

　

在ざ
い

亜あ

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし

て
参さ

ん

加か

し
た
樋ひ

口ぐ
ち

ジ
ル
ダ
喜き

久く

子こ

さ
ん
（
３
５
、三さ

ん

世せ
い

）
は
、「
１
０
０

年ね
ん

前ま
え

か
ら
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
あ
る
の
は
珍

め
ず
ら

し
い
。
こ
れ
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
が
開か

い

催さ
い

で
き
る
の
も
素す

晴ば

ら
し
い
こ
と
。

子し

弟て
い

に
し
っ
か
り
と
日に

ち

語ご

や
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

が
伝つ

た

わ
って
い
て
す
ご
い
」
と

驚お
ど
ろい
た
様よ

う

子す

で
語か

た
っ
た
。

　

祝
し
ゅ
く

賀が

パ
ー
テ
ィ
で
は
海か

い

藤と
う

グ

ル
ー
プ
が
「
新し

ん

相そ
う

馬ま

節ぶ
し

」
な
ど

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

の
民み

ん

謡よ
う

を
披ひ

露ろ
う

。
ま
た
、

稽け
い

古こ

堂ど
う

に
よ
る
迫は

く

真し
ん

の
演え

ん

舞ぶ

「
白

び
ゃ
っ

虎こ

隊た
い

」
や
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

の
息い

き

の

合あ

っ
た
踊お

ど

り
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
「
優ゆ

う

美び

」
の

上じ
ょ
う

陸り
く

し
、
９
年ね

ん

後ご

の
１
９
１
７
年ね

ん

１
０
月が

つ

２
５
日に

ち

に
、
故こ

渡わ
た

辺な
べ

孝
た
か
し

初し
ょ

代だ
い

会か
い

長ち
ょ
うと
数す

う

人に
ん

の
同ど

う

志し

に
よ
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
早そ

う

々そ
う

と
創そ

う

立り
つ

さ
れ
た
。

　

当と
う

日じ
つ

は
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

、
曽そ

我が

部べ

威た
け
し

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う（
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う）
の
開か

い

会か
い

挨あ
い

拶さ
つ

で
式し

き

典て
ん

が
始は

じ

ま
っ
た
。
聖せ

い

州し
ゅ
う

軍ぐ
ん

警け
い

音お
ん

楽が
く

隊た
い

の
演え

ん

奏そ
う

に
よ
る
日に

っ

伯ぱ
く

国こ
っ

歌か

斉せ
い

唱し
ょ
うの
後あ

と

、
先せ

ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

に
１
分ぷ

ん

間か
ん

の
黙も

く

祷と
う

を
捧さ

さ

げ
た
。

　

挨あ
い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
永な

が

山や
ま

会か
い

長
ち
ょ
う

（
８
３
、
い
わ
き
市し

）
は
先せ

ん

人じ
ん

に
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ
し
、
母ぼ

県け
ん

の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

・
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

受う

け
入い

れ
に
対た

い

し

感か
ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
た
。
ま
た
、「
今き

ょ
う日

は
２
０
０
年ね

ん

に
向む

け

た
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
」

と
語か

た

り
１
０
０
年ね

ん

後ご

を
見み

据す

え
熱あ

つ

い
気き

持も

ち
を
語か

た
っ
た
。

　

内う
ち

堀ぼ
り

知ち

事じ

（
５
３
、

長な
が

野の

県け
ん

）
は
「
広こ

う

大だ
い

な
伯は

っ

国こ
く

の
地ち

で
幾い

く

多た

の
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
、

ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

で
確か

っ

固こ

た
る
地ち

位い

を
築き

ず

い

た
皆み

な

さ
ん
は
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

の
誇ほ

こ

り
。

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

は
い
つ
ま
で
も
皆み

な

さ
ん
の

故ふ
る

郷さ
と

」
と
語か

た

り
、
母ぼ

県け
ん

訪ほ
う

問も
ん

を

呼よ

び
か
け
た
。

　

杉す
ぎ

山や
ま

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う、
野の

口ぐ
ち

泰
や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

、
西に

し

本も
と

エ
リ
オ
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

、
野の

村む
ら

ア
ウ
レ
リ
オ
聖せ

い

市し

議ぎ

ら
も
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
、
Ｊ
Ａ
全ぜ

ん

農の
う

福ふ
く

島し
ま

や
羽は

藤と
う

ジ
ョ
ル
ジ
市し

議ぎ

ら
か
ら
寄よ

せ
ら
れ
た
祝

し
ゅ
く

辞じ

も
代だ

い

読ど
く

さ
れ
た
。

　

賀が

寿じ
ゅ

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うで
は
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
小こ

島じ
ま

友と
も

四し

郎ろ
う

さ
ん
が
内う

ち

堀ぼ
り

知ち

事じ

か
ら
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

状じ
ょ
うを
受う

け

取と

っ
た
。
小こ

島じ
ま

さ
ん
は
「
め
で
た

い
席せ

き

で
知ち

事じ

直じ
き

々じ
き

に
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

状じ
ょ
うを

頂い
た
だき
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
た
。

　

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

・
特と

く

別べ
つ

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

表
ひ
ょ
う

彰し
ょ
うで
は
長な

が

年ね
ん

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
活か

つ

動ど
う

に

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
知ち

事じ

ら
　
人に

ん

来ら
い

伯は
く

「
皆み

な

さ
ん
は
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

の
誇ほ

こ

り
」

住じ
ゅ
うさ
れ
た
皆み

な

様さ
ま

は
、
異い

国こ
く

の
地ち

で
、

幾い
く

多た

の
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
、
確か

っ

固こ

た
る
地ち

位い

を
築き

ず

か
れ
る
と
と
も
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
多た

大だ
い

な
御ご

貢こ
う

献け
ん

を
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
１
９
１
７
年ね

ん

に
創そ

う

立り
つ

さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
、
こ
の
た
び
、
記き

念ね
ん

す
べ
き

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
ら
れ
ま
し

た
。
移い

じ
ゅ
う住
直ち

ょ
く
ご後
の
厳き

び

し
い
環か

ん

境き
ょ
うの

中な
か

で
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

と
い
う
存そ

ん

在ざ
い

が
ど

れ
ほ
ど
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
意い

味み

を
持も

ち
、
皆み

な

様さ
ま

の
心こ

こ
ろの
支さ

さ

え
で
あ
っ
た
の
か
は

　

ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
創そ

う

立り
つ

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
に
、
心こ

こ
ろ
か
ら
お
祝い

わ

い
を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

１
９
０
８
年ね

ん

、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

が

「
笠か

さ

戸と

丸ま
る

」
で
サ
ン
ト
ス
港こ

う

に
歴れ

き

史し

的て
き

な
第だ

い

一い
っ

歩ぽ

を
記し

る

し
た
日ひ

か

ら
一い

っ
せ
い世
紀き

以い

上じ
ょ
うに
な
り
ま
す
。
移い

 

い
つ
ま
で
も
皆み

な
様さ

ま
の「
ふ
る
さ
と
」

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

知ち

事じ

　
内う

ち

堀ぼ
り 

雅ま
さ

雄お

想そ
う

像ぞ
う

に
難か

た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

の
「
ね
ば
り
強づ

よ

さ
」
と
「
誠せ

い

実じ
つ

さ
」
で
、
数か

ず

々か
ず

の
困こ

ん

難な
ん

を
共と

も

に

乗の

り
越こ

え
、
１
０
０
年ね

ん

と
い
う
長な

が

い
年ね

ん

月げ
つ

を
歩あ

ゆ

ん
で
こ
ら
れ
た
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

の
御ご

労ろ
う

苦く

に
対た

い

し
、
心

こ
こ
ろ

か
ら
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わし
ま
す
。

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

で
は
こ
れ
ま
で
も
、「
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

受う
け

入い
れ

事じ

業ぎ
ょ
う」
や
「
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

国こ
く

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

子し

弟て
い

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

受う
け

入い
れ

事じ

業ぎ
ょ
う」
な
ど
を
通つ

う

じ
、
今こ

ん

後ご

の
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

を

担に
な

う
多お

お

く
の
若わ

か

い
方か

た

々が
た

に
来ら

い

県け
ん

い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
福ふ

く

島し
ま

の
暮く

ら
し
や
文ぶ

ん

化か

に
実じ

っ

際さ
い

に
触ふ

れ
、
学ま

な

び
、
福ふ

く

島し
ま
への
思お

も

い
を
よ
り
深ふ

か

め
て

帰き

国こ
く

さ
れ
た
方か

た

々が
た

が
、
ブ
ラ
ジ
ル

と
福ふ

く

島し
ま

の
友ゆ

う

好こ
う

の
懸か

け
橋は

し

と
な
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
、
大た

い

変へ
ん

心こ
こ
ろ

強づ
よ

く
感か

ん

じ
て
お
り
ま
す
。

東
ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

か
ら
６
年ね

ん

半は
ん

が
経け

い

過か

い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間か

ん

、
ブ
ラ
ジ
ル
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の

皆み
な

様さ
ま

を
始は

じ

め
と
し
た
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの

方か
た

々が
た

か
ら
の
温あ

た
たか
い
御ご

支し

援え
ん

に
よ

り
、
イ
ン
フ
ラ
の
復ふ

っ

旧き
ゅ
うや
福ふ

く

島し
ま

の

未み

来ら
い

を
拓ひ

ら

く
様さ

ま

々ざ
ま

な
拠き

ょ

点て
ん

施し

設せ
つ

の
整せ

い

備び

進し
ん

展て
ん

、
新し

ん

産さ
ん

業ぎ
ょ
うの
創そ

う

出し
ゅ
つ、

県け
ん

産さ
ん

品ぴ
ん

の
国こ

く

内な
い

外が
い

で
の
高た

か

い
評

ひ
ょ
う

価か

、
県け

ん

内な
い

観か
ん

光こ
う

地ち

に
お
け
る
に
ぎ

わ
い
の
回か

い

復ふ
く

な
ど
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

は
着

ち
ゃ
く

実じ
つ

に
復ふ

っ

興こ
う
へ
の
歩あ

ゆ

み
を
進す

す

め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
東と

う

京き
ょ
うオ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

き
ょ
う

技ぎ

大た
い

会か
い

で
の
野や

球き
ゅ
う・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

き
ょ
う

技ぎ

の
県け

ん

内な
い

開か
い

催さ
い

が
決け

っ

定て
い

す
る
な
ど
、

明あ
か

る
い
光ひ

か
り
が
一い

っ

層そ
う

の
強つ

よ

ま
り
を
見み

せ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
光ひ

か
りを
よ
り
強つ

よ

く
大お

お

き

な
輝か

が
やき
と
す
る
た
め
、
今こ

ん

後ご

と
も
、

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

を
始は

じ

め
、
福ふ

く

島し
ま

に

思お
も

い
を
寄よ

せ
て
く
だ
さ
る
全す

べ

て
の

方か
た

々が
た

と
力ち

か
らを
合あ

わ
せ
て
、
復ふ

っ

興こ
う

を

更さ
ら

に
前ま

え
へ
と
進す

す

め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引ひ

き
続つ

づ

き
、
御ご

支し

援え
ん

、
御ご

協き
ょ
う

力り
ょ
くを
お
願ね

が

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

は
、
雄ゆ

う

大だ
い

で
美

う
つ
く

し
い
自し

然ぜ
ん

、
奥お

く

深ぶ
か

い
歴れ

き

史し

や
伝で

ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

、
国こ

く

内な
い

外が
い

で
高た

か

い
評

ひ
ょ
う

価か

を

得え

て
い
る
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

や
多た

彩さ
い

な
食し

ょ
く、

１
３
０
を
超こ

え
る
温お

ん

泉せ
ん

な
ど
、
た

く
さ
ん
の
宝た

か
らに
恵め

ぐ

ま
れ
て
お
り
ま

す
。
福ふ

く

島し
ま

に
お
戻も

ど

り
い
た
だ
い
た

際さ
い

に
は
、
復ふ

っ

興こ
う

に
向む

け
て
歩あ

ゆ

む
県け

ん

民み
ん

の
姿す

が
たや
こ
う
し
た
様さ

ま

々ざ
ま

な
魅み

力
り
ょ
く

に
触ふ

れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸さ

い
わい
で
す
。

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

は
、いつ
ま
で
も
皆み

な

様さ
ま

の

「
ふ
る
さ
と
」
で
あ
り
、
皆み

な

様さ
ま

の

お
越こ

し
を
心こ

こ
ろか
ら
お
待ま

ち
し
て
お

り
ま
す
。

結む
す

び
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
今こ

ん

後ご

ま
す
ま
す
の
御ご

発は
っ

展て
ん

と
、皆み

な

様さ
ま

の
御ご

活か
つ

躍や
く

、御ご

健け
ん

勝し
ょ
う、さ

ら
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

と

の
交こ

う

流り
ゅ
うが
よ
り
一い

っ

層そ
う

深ふ
か

ま
り
ま
す

こ
と
を
心こ

こ
ろ
か
ら
お
祈い

の

り
申も

う

し
上あ

げ
、お
祝い

わ
い
の
言こ

と

葉ば

と
い
た
し
ま
す
。

 

心こ
こ
ろ
か
ら
お
祝い

わ

い
を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す

　
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う　
杉す

ぎ

山や
ま 

純じ
ゅ
ん

一い
ち

行お
こ
なわ
れ
た
。
大お

お

山や
ま

義よ
し

夫お

相そ
う

談だ
ん

役や
く

が
音お

ん

頭ど

を
取と

り
会か

い

場じ
ょ
う

全ぜ
ん

体た
い

で
乾か

ん

杯ぱ
い

、
懇こ

ん

親し
ん

の
場ば

と
な
っ
た
。

　

式し
き

典て
ん

に
参さ

ん

加か

し
た
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

五い
が
ら
し
十
嵐
製せ

い

麺め
ん

の
五い

が
ら
し
十
嵐
孝た

か
し

代だ
い

表
ひ
ょ
う

取と
り

締し
ま
り

役や
く

（
６
３
、
喜き

多た

方か
た

市し

）

は
会か

い

場じ
ょ
うを
見み

回ま
わ

し
な
が
ら
、「
こ

れ
だ
け
の
人ひ

と

が
集あ

つ

ま
って
い
る
こ
と

に
驚お

ど
ろい
た
。
震し

ん

災さ
い

の
と
き
は
ブ
ラ

ジ
ル
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
じ
め
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
お
世せ

話わ

に
な
っ
た
。

ま
た
来ら

い

年ね
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
も
訪ほ

う

問も
ん

し
、
大だ

い

々だ
い

的て
き

に
喜き

田た

方か
た

ラ
ー
メ
ン
祭ま

つ

り
を
や

り
た
い
」
と
の
抱ほ

う

負ふ

を
語か

た
っ
た
。

　

ま
た
、
式し

き

典て
ん

前ぜ
ん

日じ
つ

に
あ
る
県け

ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

か
ら
郷

き
ょ
う

愁し
ゅ
うの
想お

も

い
を

聞き

き
、「
帰か

え

り
た
く
て
も
帰か

え

れ
な

か
っ
た
人ひ

と

も
い
た
ん
だ
と
悲か

な

し
く

な
っ
た
」
と
涙な

み
だ
ぐ
み
移い

民み
ん

に
思お

も

い

　

創そ
う

立り
つ

か
ら
１
０
０
年ね

ん

を
迎む

か

え
た
ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
永な

が

山や
ま

八は
ち

郎ろ
う

会か
い

長ち
ょ
う）
が
２
２
日に

ち

、
聖せ

い

市し

の
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

館か
ん

で
『
ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

』
を
開か

い

催さ
い

し
た
。
日に

本ほ
ん

か
ら
来ら

い

伯は
く

し
た
内う

ち

堀ぼ
り

雅ま
さ

雄お

知ち

事じ

や
杉す

ぎ

山や
ま

純じ
ゅ
ん

一い
ち

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うら
１
８
人に

ん

の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

を
は
じ
め
、
来ら

い

賓ひ
ん

や
県け

ん

人じ
ん

ら
約や

く

３
０
０
人に

ん

が
祝い

わ

い
の
た
め
に
駆か

け
つ
け
た
。

　

伯は
っ

国こ
く

に
お
け
る
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

の
歴れ

き

史し

は
１
９
０
８
年ね

ん

か
ら
始は

じ

ま
る
。

笠か
さ

戸と

丸ま
る

で
７
７
人に

ん

の
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

が

議ぎ

長ち
ょ
う、
永な

が

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
う、
三み

木き

ア
メ

リ
コ
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うに
よ
る
鏡

か
が
み

開び
ら

き
が

日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

が
会か

い

場じ
ょ
うを
魅み

了り
ょ
うし
た
。

　

さ
ら
に
サ
ン
バ
シ
ョ
ー
が
行お

こ
な
わ

れ
、
曽そ

我が

部べ

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うや
永な

が

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
うの
ほ
か
来ら

い

場じ
ょ
う

客き
ゃ
くも
踊お

ど

り

に
加く

わ

わ
り
楽た

の

し
ん
だ
。

　

最さ
い

後ご

に
永な

が

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
う、
内う

ち

堀ぼ
り

知ち

事じ

、
杉す

ぎ

山や
ま

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うで
ケ
ー

キ
カ
ッ
ト
が
行お

こ
な

わ
れ
た
。
会か

い

場じ
ょ
う

一い
っ

体た
い

と
な
り
ポ
語ご

で
「
ハ
ッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」
を
歌う

た

っ
た
。

３
人に

ん

が
ケ
ー
キ
に
入

に
ゅ
う

刀と
う

す
る
と

「
お
め
で
と
う
」
と
い
う
声こ

え

が

上あ

が
り
、
拍は

く

手し
ゅ

で
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
一い

っ

世せ
い

紀き

を
祝い

わ

っ
た
。

　

式し
き

典て
ん

後ご

の
祝

し
ゅ
く

賀が

パ
ー
テ
ィ
で

は
、
内う

ち

堀ぼ
り

知ち

事じ

、
杉す

ぎ

山や
ま

県け
ん

議ぎ

会か
い

　

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

一い
っ

行こ
う

は
２
０
日か

に

着ち
ゃ
く

伯は
く

し
、
イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
公こ

う

園え
ん

の
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

碑ひ

、
日に

本ほ
ん

館か
ん

を
訪ほ

う

問も
ん

。
２
１
日に

ち

に
は
ジ
ャ
パ

ン
・
ハ
ウ
ス
で
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

の
復ふ

っ

興こ
う

活か
つ

動ど
う

に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
「
福ふ

く

島し
ま

の
今い

ま

」
を
開か

い

催さ
い

し
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

約や
く

８
０
人に

ん

に
復ふ

っ

興こ
う

活か
つ

動ど
う

の
現げ

ん

状じ
ょ
うと

２
０
２
０
年ね

ん

の
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

に
関か

ん

す
る
展て

ん

望ぼ
う

を
講こ

う

演え
ん

し
た
。

　

２
３
日に

ち

午ご

後ご

に
は
ジ
ェ
ラ
ウ

ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
聖せ

い

州し
ゅ
う

知ち

事じ

を

表ひ
ょ
う

敬け
い

訪ほ
う

問も
ん

し
、
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

で
の
援え

ん

助じ
ょ

に
県け

ん

民み
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うと
し
て
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
た
。
ま
た
、
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

で
の
訪ほ

う

日に
ち

を
呼よ

び
か
け
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

の
特と

く

産さ
ん

品ひ
ん

、
会あ

い

津づ

漆し
っ

器き

を
贈お

く
っ
た
。

　

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

の
全ぜ

ん

日に
っ

程て
い

に
付つ

き

添そ

っ
た
曽そ

我が

部べ

事じ

務む

局き
ょ
く

長
ち
ょ
う

は
「
終

し
ゅ
う

始し

ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
て
非ひ

常じ
ょ
うに
良よ

い
会か

い

談だ
ん

だ
っ
た
。
聖せ

い

州
し
ゅ
う

知ち

事じ

に
は
中な

か

々な
か

会あ

え
な
い
と
言い

う
が
、
内う

ち

堀ぼ
り

知ち

事じ

の
熱ね

つ

意い

に
心

こ
こ
ろ

を
動う

ご

か
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
語か

た
っ
た
。

◀会
かい

場
じょう

を魅
み

了
りょう

した「優
ゆう

美
び

」の発
はっ

表
ぴょう

内う
ち

堀ぼ
り

県け
ん

知ち

事じ

が
表ひ

ょ
う

敬け
い

訪ほ
う

問も
ん

ア
ウ
キ
ミ
ン
聖せ

い

州し
ゅ
う

知ち

事じ

と
会か

い

談だ
ん
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